
 
 
 
 
 

Ⅷ－４ 下水道事業 



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県　神戸市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km2) 人口密度(人/km2)

557.01 2,753.25 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 公共下水道 政令市等 非設置 1,533,588

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 75.90 97.71 94.93 1,595 1,494,060 170.56 8,759.73

①については、平成26年度の会計制度見直しによる
みなし償却制度の廃止により、減価償却費累計額が
増加した。
①、②、③については、類似団体平均よりも上回っ
ている。これは、昭和40年代後半に集中的に整備し
た管きょ、処理場、ポンプ場の老朽化が進んでお
り、法定耐用年数を超える施設が今後増加してい
く。そのため、事業費の平準化を図りながら、改築
更新のペースを加速させていく。

2. 老朽化の状況

全体総括

「１．経営の健全性・効率性」では、⑤が類似団体
と比較すると低い状況にある。「２．老朽化の状
況」では、類似団体と比較すると老朽化が進んでい
る状況にある。今後、人口減少による有収水量の減
少等により、下水道使用料の減収が見込まれる一方
で、老朽化した施設の改築更新費用が増加する見込
みであるため、令和２年４月１日に使用料改定を
行った。今後は新型コロナウイルス感染症に伴う使
用料収入の減少の可能性が考えられるため、今後の
状況を注視していく。また⑤が100％以上になるよ
う維持管理の効率化等を進めると同時に、さらなる
改築更新の平準化を図ることで、健全かつ効率的な
経営を実施していく。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①は、類似団体平均をやや下回っているが、100％
は超えている。施設の老朽化が進む中、今後更なる
改築更新が必要であることから、引き続き経営の効
率化を進めていく。
②は、平成26年度の会計制度の見直し以降、黒字決
算となったため、累積欠損金が0となっている。
③は現預金を十分に確保しており、類似団体平均よ
りも高く十分な支払能力がある状態である。
④は、これまで企業債残高の削減に取り組んできた
が、平成29以降は、施設の老朽化による改築更新事
業の増加に伴い、類似団体平均をやや上回ってい
る。
⑤は、100％を下回っており、回収すべき経費を使
用料で十分に賄えていない状態にある。令和２年４
月１日に使用料改定を行ったが、新型コロナウイル
ス感染症に伴う使用料収入の減少の可能性が考えら
れるため、今後の状況を注視していく。
⑥は、これまでの維持管理の効率化により、類似団
体平均よりもやや下回っている。今後も維持管理の
効率化を行っていく。
⑦は類似団体平均よりも高く、概ね適切な施設規模
と考えられる。
⑧水洗化を助成する制度の活用などにより、概ね
100％に近い数値となっている。

2. 老朽化の状況について
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【108.07】 【3.09】 【69.54】 【682.51】

【95.35】【59.64】【136.15】【100.34】

【38.57】 【5.90】 【0.22】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県　神戸市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

557.01 2,753.25 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 特定環境保全公共下水道 D2 非設置 1,533,588

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 46.11 1.02 100.00 1,595 15,561 1.39 11,194.96

①については、類似団体より数値が高く、施設の老
朽化が進んでいるため、今後の改築更新に備える必
要がある。
法定耐用年数を経過した管渠はまだ存在しないた
め、②や③の指標は０となっている。

2. 老朽化の状況

全体総括

公共下水道を含めた下水道事業全体として、今後、
下水道使用料収入が減少傾向にある一方で、老朽化
した施設の改築更新費用が増加する見込みであるた
め、令和２年４月１日に使用料改定を行った。新型
コロナウイルス感染症に伴う使用料収入の減少にも
注視しつつ、健全かつ効率的な経営を実施してい
く。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

特定環境保全公共下水道は、市街化調整区域の一部
において公共下水道の整備を行ったものであり、処
理区域内人口が約15,000人であり、使用料収入が少
なくなっている。そのため、①や④については、費
用や企業債残高に対する収益が少ない。
②について、令和元年度より累積欠損金が発生して
いるが、これは阪神淡路大震災後、平成８～10年の
3年にわたり緊急避難的にカットされた一般会計補
助金153億円を、特別利益として平成30年度までに
順次返還を受けていたが、令和元年度から返還分が
なくなったことに伴い令和元年度決算が赤字となっ
たことで発生したものである。

2. 老朽化の状況について
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【102.87】 【76.63】 【49.61】 【1,218.70】

【84.20】【42.86】【218.56】【74.17】

【25.37】 【6.20】 【0.28】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　法適用企業と類似団体区分が同じため、収益的収支比率の類似団体平均等を表示していません。

　管渠の多くは、整備から30年未満で耐用年数を迎
えておらず、大きな不具合も出ていないため、管渠
の更新はしていない。ただ人孔については漏水が見
られる場合もあるため有収率が低い地区を中心に調
査を行い、随時改修を行う。今後は処理場を含めた
ライフサイクルコストを低減するため令和元年度に
策定した最適整備構想に基づき、適切な機能保全対
策を講じていく。

2. 老朽化の状況

全体総括

　神戸市の農業集落排水は、地形的要因に加え、下
水道料金を市内同一サービス・同一料金としている
ため、経常的な費用を収益でまかなうことができて
いない。農業集落排水事業は一般会計からの繰入金
に依存しているため、収益の確保の取り組みが重要
である。具体的には、(1)使用料滞納者に対する対
策、(2)水洗化の促進を行っていきたい。また、今
後多くの設備が整備後30年を迎え、機器の更新等が
必要になってくるので、計画的に修繕を行い、機能
維持を図ると共に、処理区の統合についても検討し
ていきたい。
　農業集落排水事業は、農村環境改善、農業用排
水・公共用水の水質改善に必要不可欠な施設である
ため、経営戦略の策定を含め、引き続き適正な維持
管理に努めてまいりたい。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①収益的収支比率
　収益的収支比率が100％を割っているのは、平成５年から平
成９年にかけて設備を集中整備した際の地方債が償還期限を迎
えていることが大きな影響を与えている。平成20年度で施設の
整備は終了しているので、平成29年度には、地方債の償還の
ピークを迎え、収益的収支比率は平成30年度以降は改善してき
ている。
④企業債残高対事業規模比較
　神戸市の農業集落排水処理施設は、地形的要因として起伏が
多いため、汚水を処理場に送るための中継ポンプ場が多く必要
である。また、処理水は最終的に瀬戸内海に放流されるため、
水質基準が通常よりも厳しい。このため神戸市の処理場の設計
排水基準も厳しく、高額の初期費用が必要となり、企業債残高
対事業規模比較が高くなっている。
⑤経費回収率
　神戸市では「市内同一サービス・同一料金」を原則としてお
り、農業集落排水の使用料は、公共下水道の使用料と同額とし
ている。しかし、農業集落排水は公共下水道に比べて、規模も
格段に小さく非効率であり、施設の維持管理に必要な使用料収
入を得られていない。このため、経費回収率は低くならざるを
得ず、不足分は一般会計からの繰入金を充てている。
⑥汚水処理原価
　中継ポンプ場のメンテナンスや、水質の確保のための処理場
運転に電力費などがかさむため、汚水処理原価が類似団体平均
より高くなっている。
⑦施設利用率
　施設利用率は類似団体平均よりも高く、施設の利用状況は比
較的良好であり、規模も適切であると考えられる。
⑧水洗化率
　水洗化率については類似団体平均よりは高くなっている。

2. 老朽化の状況について

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 該当数値なし 0.86 89.20 1,566 13,105 4.57 2,867.61

557.01 2,753.25 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法非適用 下水道事業 農業集落排水 F1 非設置 1,533,588

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県　神戸市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km2) 人口密度(人/km2)
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0.80

0.90

1.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値

平均値

0.00

500.00

1,000.00

1,500.00

2,000.00

2,500.00

3,000.00

3,500.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 3,032.45 2,778.68 2,360.20 2,568.52 1,635.59

平均値 721.43 685.34 684.74 654.92 654.71

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 18.46 17.78 17.90 22.09 21.81

平均値 59.30 59.83 65.33 65.39 65.37

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 532.87 548.26 552.48 451.49 459.13

平均値 248.14 246.66 227.43 230.88 228.99

51.00

52.00

53.00

54.00

55.00

56.00

57.00

58.00

59.00

60.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 59.10 57.11 57.43 57.43 54.01

平均値 57.30 56.00 56.01 56.72 54.06

87.50

88.00

88.50

89.00

89.50

90.00

90.50

91.00

91.50

92.00

92.50

93.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 91.17 90.65 91.85 92.59 91.04

平均値 89.43 89.51 89.77 90.04 90.11

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【765.47】

【86.22】【51.30】【257.86】【59.59】

【0.02】

該当数値なし 該当数値なし

該当数値なし 該当数値なし



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

　法定耐用年数を超えた管渠延長の割合を示す「管
渠老朽化率」は全国及び類似団体平均を上回ってい
ます。また、当該年度に更新した管渠延長の割合を
示す「管渠改善率」は全国及び類似団体平均を下
回っています。このことは、管渠の老朽化対策が進
んでいないことを示しています。
　処理場施設も含めた資産全体の老朽化の状況を示
す「有形固定資産減価償却率」は、全国及び類似団
体平均と比較して良好です。
　将来、下水道事業全体で施設の改築更新に多額の
投資が必要になるものと見込んでいます。令和元年
12月に策定したストックマネジメント計画に基づ
き、施設管理の最適化や投資の平準化に努めます。

2. 老朽化の状況

全体総括

　「経費回収率」が全国及び類似団体平均を下回る
とともに、「汚水処理原価」が全国及び類似団体平
均を上回る状況にあり、徹底した経費削減と収益確
保に努め、経営の効率性をより一層高める必要があ
ります。また、今後は管渠老朽化対策に加えて施設
の改築更新に多額の投資が必要になることから、下
水道事業の経営環境は予断を許さない状況にありま
す。
　今後も引き続き、下水道事業経営戦略に基づき、
健全経営に努めます。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　料金収入等の収益をもって、維持管理費や支払利
息等の費用をどの程度賄えているかを示す「経常収
支比率」や、営業収益に対する累積欠損金の状況を
示す「累積欠損金比率」はおおむね良好ですが、こ
れは一般会計からの繰入れを行っていることにより
ます。
　姫路市は処理区域が広く管渠延長も長いために資
本費負担が大きくなっています。このことから、使
用料で回収すべき経費をどの程度使用料で賄えてい
るかを示す「経費回収率」が全国及び類似団体平均
を下回るとともに、有収水量１㎥あたりの汚水処理
に要した費用である「汚水処理原価」が全国及び類
似団体平均を上回る状況にあります。
　施設の利用状況や適正規模を示す「施設利用率」
は、全国及び類似団体平均を下回っています。姫路
市は合流式区域を有することから、雨水時の流入水
量増加に対応できるよう一定の余力を有しておく必
要がありますが、人口減少、節水機器の普及による
汚水排出量の減少に伴い、減少傾向にあります。
　一方で、料金収入に対する企業債残高の割合で企
業債残高の規模を示す「企業債残高対事業規模比
率」は、平成29年4月の下水道使用料改定（平均
9.8％の値上げ）による増収もあり、類似団体平均
と比較して良好です。また、処理区域内人口のうち
実際に水洗便所を設置している人口の割合を示す
「水洗化率」は、全国及び類似団体平均と比較して
良好です。

2. 老朽化の状況について

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 60.59 90.32 68.16 2,629 482,869 104.16 4,635.84

534.48 1,002.81 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 公共下水道 Ad 非設置 535,982

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県　姫路市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

0.00

0.05

0.10

0.15

0.20

0.25

0.30

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 0.05 0.07 0.11 0.12 0.09

平均値 0.22 0.28 0.21 0.25 0.21

94.00

96.00

98.00

100.00

102.00

104.00

106.00

108.00

110.00

112.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 99.99 99.99 100.01 100.13 99.97

平均値 108.52 109.12 110.22 110.01 111.12

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

40.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 15.74 18.45 21.19 23.77 26.26

平均値 27.96 28.81 31.19 33.09 34.33

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

6.00

7.00

8.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 4.69 5.69 5.85 6.07 6.76

平均値 3.40 3.84 4.31 5.04 5.11

①経常収支比率(％)

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

6.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 0.43 0.43 0.40 0.40 0.40

平均値 4.87 3.80 3.21 2.36 2.07

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 15.68 19.23 30.14 35.41 21.20

平均値 47.32 49.96 58.04 62.12 61.57

0.00

200.00

400.00

600.00

800.00

1,000.00

1,200.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 864.24 776.78 810.84 771.66 694.48

平均値 1,017.47 970.35 917.29 875.53 867.39

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 75.94 74.89 76.10 75.71 74.46

平均値 96.37 99.26 99.67 99.83 100.91

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 200.33 203.42 216.09 220.57 224.32

平均値 162.65 159.53 159.60 158.94 158.04

56.00

58.00

60.00

62.00

64.00

66.00

68.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 65.07 61.90 60.72 60.79 60.12

平均値 66.63 67.04 66.34 67.07 66.78

91.00

92.00

93.00

94.00

95.00

96.00

97.00

98.00

99.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 97.38 97.53 97.65 97.78 97.90

平均値 93.38 93.50 93.86 93.96 94.06

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【108.07】 【3.09】 【69.54】 【682.51】

【95.35】【59.64】【136.15】【100.34】

【38.57】 【5.90】 【0.22】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

　最も古い処理場の供用開始が平成6年4月であり、
法定耐用年数に達した管渠がなく更新投資を行って
いないことから、法定耐用年数を超えた管渠延長の
割合を示す「管渠老朽化率」や、当該年度に更新し
た管渠延長の割合を示す「管渠改善率」は共に0％
となっています。
　将来、下水道事業全体で施設の改築更新に多額の
投資が必要になるものと見込んでいるため、ストッ
クマネジメント計画を策定し、施設管理の最適化や
投資の平準化に努めます。

2. 老朽化の状況

全体総括

　経営の健全性・効率性、老朽化の状況を示す各指
標は、現時点において全国及び類似団体平均と比較
しておおむね良好ですが、将来は施設の改築更新に
多額の投資が必要になることから、下水道事業の経
営環境は予断を許さない状況にあります。
　姫路市には令和元年度末でコミュニティ・プラン
トが7か所、農業集落排水処理施設が16か所存在し
ていますが、原則として公共下水道区域に近接し老
朽化が激しい地区から順次、公共下水道に接続又は
統合し、経営効率を高めていく予定です。
　今後も引き続き、下水道事業経営戦略に基づき、
健全経営に努めます。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　料金収入等の収益をもって、維持管理費や支払利
息等の費用をどの程度賄えているかを示す「経常収
支比率」や、営業収益に対する累積欠損金の状況を
示す「累積欠損金比率」はおおむね良好ですが、こ
れは一般会計からの繰入れを行っていることにより
ます。
　また、使用料で回収すべき経費をどの程度使用料
で賄えているかを示す「経費回収率」、有収水量１
㎥あたりの汚水処理に要した費用である「汚水処理
原価」、料金収入に対する企業債残高の割合で企業
債残高の規模を示す「企業債残高対事業規模比率」
及び処理区域内人口のうち実際に水洗便所を設置し
ている人口の割合を示す「水洗化率」も、全国及び
類似団体平均と比較して良好です。
　一方で、施設の利用状況や適正規模を示す「施設
利用率」は、全国及び類似団体平均を下回っていま
す。今後も、人口減少、節水機器の普及による汚水
排出量の減少に伴い、減少傾向にあります。

2. 老朽化の状況について

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 59.79 2.06 87.96 2,629 11,040 3.44 3,209.30

534.48 1,002.81 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 特定環境保全公共下水道 D2 非設置 535,982

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県　姫路市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

0.00

0.05

0.10

0.15

0.20

0.25

0.30

0.35

0.40

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.07 0.09 0.09 0.13 0.36

98.50

99.00

99.50

100.00

100.50

101.00

101.50

102.00

102.50

103.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00

平均値 100.94 100.85 102.13 101.72 102.73

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 21.85 24.05 25.68 27.41 28.54

平均値 22.79 22.77 23.93 24.68 24.68

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

6.00

7.00

8.00

9.00

10.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.04 0.00 0.00 0.01 8.62

①経常収支比率(％)

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 101.85 110.77 109.51 112.88 94.97

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

160.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 147.47 100.49 29.60 45.39 17.71

平均値 49.07 46.78 47.44 49.18 47.72

0.00

500.00

1,000.00

1,500.00

2,000.00

2,500.00

3,000.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 2,396.20 2,252.96 267.26 321.73 324.44

平均値 1,434.89 1,298.91 1,243.71 1,194.15 1,206.79

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 99.95 103.13 100.00 100.00 99.99

平均値 66.22 69.87 74.30 72.26 71.84

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 143.47 138.76 152.83 159.49 162.70

平均値 246.72 234.96 221.81 230.02 228.47

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

40.00

45.00

50.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 21.40 29.50 22.20 20.22 14.29

平均値 41.35 42.90 43.36 42.56 42.47

76.00

78.00

80.00

82.00

84.00

86.00

88.00

90.00

92.00

94.00

96.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 92.61 92.94 93.68 94.11 94.81

平均値 82.90 83.50 83.06 83.32 83.75

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【102.87】 【76.63】 【49.61】 【1,218.70】

【84.20】【42.86】【218.56】【74.17】

【25.37】 【6.20】 【0.28】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県　姫路市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

534.48 1,002.81 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 農業集落排水 F1 非設置 535,982

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 54.20 1.70 90.95 2,581 8,991 2.40 3,746.25

　最も古い処理場の供用開始が昭和63年4月であ
り、法定耐用年数に達した管渠がなく更新投資を
行っていないことから、法定耐用年数を超えた管渠
延長の割合を示す「管渠老朽化率」や、当該年度に
更新した管渠延長の割合を示す「管渠改善率」は共
に0％となっています。
　処理場施設も含めた資産全体の老朽化の状況を示
す「有形固定資産減価償却率」は、全国及び類似団
体平均と比較して良好です。
　将来、下水道事業全体で施設の改築更新に多額の
投資が必要になるものと見込んでいます。集落排水
処理施設については、原則として公共下水道区域に
近接し老朽化が激しい地区から順次、公共下水道に
接続する予定ですが、改築更新が必要な処理場につ
いては施設の長寿命化及び投資の平準化に努めま
す。

2. 老朽化の状況

全体総括

　経営の健全性・効率性、老朽化の状況を示す各指
標は、現時点において全国及び類似団体平均と比較
して良好ですが、将来は施設の改築更新に多額の投
資が必要になることから、下水道事業の経営環境は
予断を許さない状況にあります。
　姫路市には令和元年度末で農業集落排水処理施設
が16か所存在していますが、前述のとおり公共下水
道に接続することにより、維持管理費及び改築更新
費を削減し経営効率を高めていく予定です。
　今後も引き続き、下水道事業経営戦略に基づき、
健全経営に努めます。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　農業集落排水事業は、平成26年度から地方公営企
業法の一部を適用（財務規定を適用）し、企業会計
方式を導入すると同時に下水道事業会計に会計統合
しました。また、使用料体系についても下水道事業
に統一しました。
　料金収入等の収益をもって、維持管理費や支払利
息等の費用をどの程度賄えているかを示す「経常収
支比率」や、営業収益に対する累積欠損金の状況を
示す「累積欠損金比率」はおおむね良好ですが、こ
れは一般会計からの繰入れを行っていることにより
ます。
　使用料で回収すべき経費をどの程度使用料で賄え
ているかを示す「経費回収率」、有収水量１㎥あた
りの汚水処理に要した費用である「汚水処理原価」
は、全国及び類似団体平均と比較して良好です。
　また、料金収入に対する企業債残高の割合で企業
債残高の規模を示す「企業債残高対事業規模比
率」、処理区域内人口のうち実際に水洗便所を設置
している人口の割合を示す「水洗化率」は、全国及
び類似団体平均と比較して良好です。

2. 老朽化の状況について

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.01 2.05 0.44 0.04 0.02

98.50

99.00

99.50

100.00

100.50

101.00

101.50

102.00

102.50

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 100.01 100.08 99.97 100.02 100.00

平均値 99.64 99.66 100.99 101.27 101.91

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 8.41 12.37 15.98 19.52 22.55

平均値 22.41 22.90 22.69 24.32 28.19

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

①経常収支比率(％)

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 214.61 225.39 149.02 137.09 127.98

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

40.00

45.00

50.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 3.19 7.03 6.19 20.85 19.34

平均値 29.45 31.84 38.12 43.50 44.14

0.00

200.00

400.00

600.00

800.00

1,000.00

1,200.00

1,400.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 2.85 1,175.15 0.00 47.81 60.64

平均値 1,081.80 974.93 684.74 654.92 654.71

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 74.71 86.97 95.73 99.95 99.92

平均値 52.19 55.32 65.33 65.39 65.37

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 189.35 161.26 173.43 170.89 172.61

平均値 296.14 283.17 227.43 230.88 228.99

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 53.60 53.26 51.27 50.68 49.64

平均値 52.31 60.65 56.01 56.72 54.06

78.00

80.00

82.00

84.00

86.00

88.00

90.00

92.00

94.00

96.00

98.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 95.91 96.32 96.27 96.76 96.59

平均値 84.32 84.58 89.77 90.04 90.11

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【102.97】 【165.48】 【33.84】 【765.47】
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グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県　姫路市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

534.48 1,002.81 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 漁業集落排水 H2 非設置 535,982

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 74.70 0.41 96.64 2,581 2,153 0.63 3,417.46

　供用開始が平成１１年４月であり、法定耐用年数
に達した管渠がなく更新投資を行っていないことか
ら、法定耐用年数を超えた管渠延長の割合を示す
「管渠老朽化率」や、当該年度に更新した管渠延長
の割合を示す「管渠改善率」は共に０％となってい
ます。
　処理場施設も含めた資産全体の老朽化の状況を示
す「有形固定資産減価償却率」は、全国及び類似団
体平均と比較して良好です。
　将来、下水道事業全体で施設の改築更新に多額の
投資が必要になるものと見込んでいるため、施設の
長寿命化や投資の平準化に努めます。

2. 老朽化の状況

全体総括

　経営の健全性・効率性、老朽化の状況を示す各指
標は、現時点において全国及び類似団体平均と比較
して良好ですが、将来は施設の改築更新に多額の投
資が必要になることから、下水道事業の経営環境は
予断を許さない状況にあります。
　今後、下水道事業経営戦略に基づき、健全経営に
努めます。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　漁業集落排水事業は、平成２６年度から地方公営
企業法の一部を適用（財務規定を適用）し、企業会
計方式を導入すると同時に下水道事業会計に会計統
合しました。また、使用料体系についても下水道事
業に統一しました。
　料金収入等の収益をもって、維持管理費や支払利
息等の費用をどの程度賄えているかを示す「経常収
支比率」や、営業収益に対する累積欠損金の状況を
示す「累積欠損金比率」はおおむね良好ですが、こ
れは一般会計からの繰入れを行っていることにより
ます。
　使用料で回収すべき経費をどの程度使用料で賄え
ているかを示す「経費回収率」、有収水量１㎥あた
りの汚水処理に要した費用である「汚水処理原価」
は、全国及び類似団体平均と比較して良好です。
　また、料金収入に対する企業債残高の割合で企業
債残高の規模を示す「企業債残高対事業規模比
率」、処理区域内人口のうち実際に水洗便所を設置
している人口の割合を示す「水洗化率」や、施設設
備が一日に対応可能な処理能力に対する一日平均処
理水量の割合を示す「施設利用率」は、全国及び類
似団体平均と比較して良好です。

2. 老朽化の状況について
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【99.73】 【98.62】 【55.53】 【953.26】

【79.94】【33.67】【379.91】【45.31】

【29.16】 【0.00】 【0.01】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

　①有形固定資産減価償却率や②管きょ老朽化率
は、共に類似団体に比して高い数値となっておりま
す。特に②の管きょの老朽化率は上昇しており、今
後さらに上昇していく見込みです。下水道の歴史が
古く建設開始から約60年が経過しており、類似団体
に比して施設の老朽化が顕著に表れています。
　③管きょ改善率は、類似団体に比して同様の水準
か上回っている状態となっています。しかし、②管
きょ老朽化率が類似団体に比して高い中、さらに改
築更新等の対策を推進していく必要があると考えて
おります。

2. 老朽化の状況

全体総括

 尼崎市は、市域が北から南へとほぼ平坦で緩やかな勾配を持
ち、人口密度が高いという状況の中、下水道には次の特性が
あります。
⑴下水道整備を昭和28年と早期に着手したこと、
⑵下水道管きょは汚水と雨水を同時に集水する合流式が95％
以上であること、
⑶市域を分け、一方を市で、他方を県で分担し下水の処理を
行うこととしたこと、などにより経済的・効率的に整備を
行ってきております。
　近年の財政状況は、損益収支で黒字基調が続いているもの
の、収入の根幹となる汚水排出量が減少傾向にあることなど
で現在の黒字幅が縮小していく見込みです。
　このような中、老朽化施設の改築更新、局地的な集中豪雨
等への浸水対策、地震対策など多額の経費を要する工事を着
実に実施していく必要があり、平成23年度に策定した「尼崎
市下水道中期ビジョン（計画期間：平成24年度～令和3年
度）」に基づき、事業費の平準化を図りつつ、事業の安定的
な運営に努める考えであります。
　また、令和4年度以降の次期ビジョンの策定も現在行ってい
ます。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　①の経常収支比率は、100％を超え、類似団体に
比して良好な状況にあり、収支黒字を維持していま
す。
　②の累積欠損金比率は0%であり、平成15年実施の
使用料改定で累積欠損金を解消し、それ以降は発生
していません。
　③の流動比率は、100％を超え、類似団体に比し
て良好な状況にあります。
　④の企業債残高対事業規模比率は、類似団体に比
して、歴史が古く企業債残高（借金）が一時的に減
少していますが、今後の施設改築の進捗に伴う増加
が懸念されます。
　⑤の経費回収率は、100％を超え、類似団体に比
して良好な状況にあります。
　⑥の汚水処理原価は、類似団体に比して低い水準
にあり、汚水処理が安価にできています。
　⑦の施設利用率は、類似団体に比して低い水準で
あり、汚水量の減少傾向により施設能力に余裕があ
る状況となっています。現在、高度処理を導入する
等、適切な施設規模への移行を行っています。
　⑧の水洗化率は、類似団体に比して高い水準にあ
り、良好な状況にあります。

2. 老朽化の状況について

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 79.32 99.99 72.04 1,714 463,197 40.55 11,422.86

50.72 9,133.71 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 公共下水道 Aa 自治体職員 463,262

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県　尼崎市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【108.07】 【3.09】 【69.54】 【682.51】

【95.35】【59.64】【136.15】【100.34】

【38.57】 【5.90】 【0.22】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県　明石市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

49.42 6,150.57 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 公共下水道 Ab 非設置 303,961

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 60.71 99.61 82.79 2,197 302,415 38.42 7,871.29

　管渠延長1,137㎞のうち、標準耐用年数50年が経
過したものは62.13㎞に達しており、今後この延長
は増加していく。（なお、台帳の全件調査により布
設年度不明分の管渠が減少したため、平成30年度か
ら数値が大幅に減少している。）
　また、明石市で最初に建設された船上浄化セン
ターが昭和46年の運転開始から約49年を迎えるな
ど、今後、標準耐用年数を超える下水道施設の急速
な増加が見込まれている。
　令和元年度に策定した「明石市公共下水道ストッ
クマネジメント計画」に基づき、国の交付金制度を
活用した計画的な老朽化対策を行い、下水道機能の
持続的な確保を図っていく。

2. 老朽化の状況

全体総括

　明石市では、事業の財政状況や経営成績など、計
画的な経営に必要とされる基礎的情報を得ることを
目的に、平成28年度に地方公営企業法の一部適用を
行った。
　公営企業会計導入後４年目となるなか、各分析指
標は概ね良好な数値で推移しているが、今後、下水
道使用料収入の減少や施設・設備の老朽化など、経
営環境は厳しさを増してくことが見込まれる。
　平成30年度に策定した「長期収支見通し（経営戦
略）」に基づき、経営基盤の強化を図り、安定した
事業運営を継続的に行っていく。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率は、公営企業法を一部適用した平成
28年度以降、継続して100％を超えているが、下水
道使用料の減少が予想されるため、今後の更新投資
の財源確保に取り組む必要がある。
②累積欠損金比率は、累積欠損金が発生しておらず
0％である。
③流動比率は、流動負債に占める企業債償還金が大
きく、類似団体平均値を下回っているが、昨年度よ
り10.33ポイント改善している。
④企業債残高対事業規模比率は、早くから本格的に
事業に着手したこともあり全国平均値と類似団体平
均値を超えているが、企業債残高は順調に減少して
おり、率も減少傾向にある。
⑤経費回収率は、昨年に引き続き100％以上であり
適切な使用料水準である。
⑥汚水処理原価は、類似団体と比較すると高くなっ
ているが、高低差が少なく東西に長い当市の地形的
要因により４つの処理施設を有している影響と考え
られる。今後は効率的な施設規模や施設機能の最適
化を検討する必要がある。
⑦施設利用率は、晴天時の汚水最大能力に対する施
設利用の効率性を示しており、類似団体平均値と同
程度の率となっている。
⑧水洗化率は、処理区域内人口の増加により昨年度
より0.14ポイント減少したが、全国平均値と類似団
体平均値を超えており良好な数値となっている。

2. 老朽化の状況について
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【108.07】 【3.09】 【69.54】 【682.51】

【95.35】【59.64】【136.15】【100.34】

【38.57】 【5.90】 【0.22】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

　法定耐用年数を超える管渠は、今後ますます増加
傾向となる。これまでは厳しい財政状況の中、適正
な維持管理により施設の延命化を図ってきた。しか
し、今後は一時期に整備を行った管渠が一斉に法定
耐用年数を超える時期を迎えることから、耐震化も
含め平準化した更新計画と財源確保が課題となる。

2. 老朽化の状況

全体総括

　普及率はほぼ100％となったが、今後も雨水対
策、老朽化対策、高度処理と多くの事業を進める必
要がある。
　経営状況については、短期間に整備事業を進めた
影響で大きな負担となっていた企業債償還がピーク
を過ぎ、今後は流動比率が改善されることが見込ま
れる。
　また、法定耐用年数を超える管渠は今後ますます
増加傾向となり、令和20年頃にピークを迎える予定
である。現在早期に整備を行った地区からストック
マネジメント計画に基づく点検・調査を進めてお
り、今後必要となる改築については、限られた事業
費の中で、可能な限り平準化を行いながら、計画的
に対応していく。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　汚水処理原価を低く抑えつつ、経費回収率を高い
状況に保てており、現状において使用料水準は適切
であると言える。ただし、経常収支比率は100％を
超え、累積欠損金も発生していないものの、流動比
率が低く改善の必要がある。また、企業債残高対事
業規模比率は平均的であるが、今後の使用料収入の
減少も考えられることから、注意が必要である。

　水洗化率は高く、適正に使用料収入を得られる環
境にある。しかし、施設利用率においては、節水機
器の普及や大規模事業場の撤退により、下水処理場
への流入量も減少傾向にあり、処理能力に余裕があ
る状態である。現在、これまでの処理方式を高度処
理へ変更しており、将来的には流入量に応じた処理
能力を有した施設となる予定である。

2. 老朽化の状況について

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 67.60 99.95 91.56 1,777 483,490 48.24 10,022.60

99.96 4,845.51 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 公共下水道 Aa 自治体職員 484,357

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県　西宮市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【108.07】 【3.09】 【69.54】 【682.51】

【95.35】【59.64】【136.15】【100.34】

【38.57】 【5.90】 【0.22】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県　洲本市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km2) 人口密度(人/km2)

182.38 237.50 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 公共下水道 Cc2 非設置 43,316

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 42.17 24.11 85.52 2,530 10,360 2.98 3,476.51

　本市の公共下水道事業は平成5年から供用を開始して
おり、経過年数が少ないため、減価償却率は類似団体平
均を下回っています。管渠に関しても法定耐用年数を超
えるものもなく、軽微な修繕で済んでいます。
　処理場等の施設に関しては、長寿命化工事等で計画的
に大規模改修を行い、修繕費用の平準化及び低コスト化
に努めています。

2. 老朽化の状況

全体総括

　本市の公共下水道事業は概成に向け、投資を行ってい
る途中です。国庫補助金を活用し、効率的・計画的な投
資を行い、適切な使用料を確保することで、生活排水処
理率の向上と健全な下水道事業経営に努めます。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　公共下水道事業は平成30年度から地方公営企業法を適
用（財務適用）しています。
①経常収支比率は「102.30％」です。今後もほぼ横ばい
となる見込みであり、100％以上を維持できるよう、経
費削減、使用料の回収に努めます。
②累積欠損金比率は「0.00％」です。地方公営企業法を
適用した平成30年度決算からの比率であり、累積がない
ため、類似団体平均を大きく下回っていると考えられま
す。
③流動比率は「40.42％」です。公共下水道事業は概成
に向けて投資を行っている途中であり、企業債の元金償
還が多額であるため、平均を下回っていると考えられま
す。
④企業債残高対事業規模比率は「2,338.70％」です。概
成に向け、新規の投資を行っている途中であり、毎年企
業債の借入を行っているためです。ただし、企業債の借
入額は元金償還額より抑制しているため、今後は少しず
つ減少する見込みです。
⑤経費回収率は「94.70％」です。類似団体平均を上
回っていますが、100％以上となるよう、更なる経費削
減、使用料の回収に努めます。
⑥汚水処理原価は「167.87円」です。類似団体平均を下
回ってはいるものの、全国平均より上回っています。今
後は計画的・効率的な投資と接続率の向上により、更な
る改善に努めます。
⑦施設利用率は「47.53％」です。類似団体平均を下
回っているため、今後は計画的・効率的な投資と接続率
の向上により、更に改善されるよう努めます。
⑧水洗化率は「80.84％」です。類似団体平均を少し下
回っているため、水洗化率向上に努めます。

2. 老朽化の状況について
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【108.07】 【3.09】 【69.54】 【682.51】

【95.35】【59.64】【136.15】【100.34】

【38.57】 【5.90】 【0.22】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県　洲本市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km2) 人口密度(人/km2)

182.38 237.50 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 特定環境保全公共下水道 D2 非設置 43,316

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 45.83 3.07 99.29 2,530 1,320 0.61 2,163.93

　本市の特環下水道事業は平成11年から供用を開始して
いるため、経過年数が少なく、減価償却率は類似団体平
均を下回っています。管渠に関しても法定耐用年数を超
えるものもなく、軽微な修繕で済んでいます。
　処理場の施設に関しては、長寿命化工事等で計画的に
大規模改修を行い、修繕費用の平準化及び低コスト化に
努めています。

2. 老朽化の状況

全体総括

　本市の特環下水道事業は一般会計からの基準外繰入金
と公共下水道事業からの資金投入により、運営を行って
いる状況です。
　特環下水道事業単独での資金確保を目指すため、更な
る経費削減と使用料収入の確保を図る必要があります。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

特環下水道事業は平成30年度から地方公営企業法を適用
（財務適用）しています。
①経常収支比率は「91.59％」です。今後も横ばいとな
る見込みであり、少しでも改善されるよう、経費削減、
使用料の回収に努めます。
②累積欠損金比率は「88.28％」です。地方公営企業法
適用した平成30年度決算から初めて算出される比率であ
り、累積がないため、類似団体平均を下回っていると考
えられます。
③流動比率は「△46.48％」です。特環下水道事業単独
では資金不足が発生しており、公共下水道事業の資金を
投入している状況です。
④企業債残高対事業規模比率は「1,191.44％」です。類
似団体平均を下回っていますが、新たな投資計画がある
ことから、今後は微増すると考えています。
⑤経費回収率は「48.91％」です。類似団体平均を下
回っているため、経費削減と使用料の回収により、改善
を図ります。
⑥汚水処理原価は「300.51円」です。類似団体平均を上
回っています。今後は接続率の向上、経費削減を行い改
善を図ります。
⑦施設利用率は「30.55％」です。類似団体平均を下
回っているため、接続率の向上により、改善されるよう
努めます。
⑧水洗化率は「90.08％」です。類似団体平均を上回っ
ていますが、更なる水洗化率向上に努めます。

2. 老朽化の状況について
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【102.87】 【76.63】 【49.61】 【1,218.70】

【84.20】【42.86】【218.56】【74.17】

【25.37】 【6.20】 【0.28】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県　芦屋市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km2) 人口密度(人/km2)

18.47 5,185.44 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 公共下水道 Bb1 非設置 95,775

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 69.98 100.00 69.99 1,485 95,443 11.24 8,491.37

下水道事業着手から80年以上が経過しており，①有
形固定資産減価償却率や②管渠老朽化率を見ても，
類似団体平均値より高くなっていることから，保有
資産の老朽化は進んでいると言える。また，芦屋下
水処理場においても機械設備の更新等が必要となっ
てくるため，下水道施設全体の延命化を図りながら
効率的な施設整備を行うことが課題である。

2. 老朽化の状況

全体総括

　芦屋市下水道事業の経営状況の問題点としては，
収益に占める管渠や施設の維持管理費の割合が大き
く，また早くから下水道整備を行った関係で施設の
老朽化が進んでいることが挙げられる。
　今後，施設の老朽化がさらに進むことにより，そ
の維持管理に必要な費用も増加するものと考えられ
る。その一方で，商業施設等の大口利用者が少ない
ことや，阪神淡路大震災以降節水型ライフスタイル
の定着など，現在では有収水量は減少傾向にある。
　平成30年度に策定した経営戦略をもとに，ストッ
クマネジメント計画を活用して，効率的な維持管理
を行い，安定した経営に努める。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　芦屋市の下水道事業は，昭和初期から管渠の布設
を行っており，昭和49年に芦屋下水処理場，平成13
年に南芦屋浜下水処理場の供用を開始し，今後はス
トックマネジメント計画に基づき施設の長寿命化・
耐震化を進めるなど安心安全なまちづくりを目指す
とともに健全な経営を図っていく。
　平成30年度から地方公営企業法の財務適用を行っ
たので，経営比較分析表上では平成29年度以前の比
較は表示されていない。
　経営状況について，①経常収支比率は，平成30年
度に引き続き，黒字であることを示す100％以上に
なっており，良好であると言える。③流動比率は
100％を下回っているが，平成30年度より改善し，
類似団体平均値より良い数値となっている。④企業
債残高対事業規模比率は，類似団体と比較して，事
業規模における企業債残高は少なくなっており，良
好であると言える。⑤経費回収率は平成30年度より
やや下がったが，100％を超えており，使用料で回
収すべき費用を全て使用料で賄えているため，良好
であると言える。⑥汚水処理原価も，類似団体平均
値より安価であり，良好な状況である。⑦施設利用
率は，概ね効率良く利用できていると言える。⑧水
洗化率は，地方公営企業法の財務適用前から既に
100％を達成しており，良好である。

2. 老朽化の状況について
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【108.07】 【3.09】 【69.54】 【682.51】

【95.35】【59.64】【136.15】【100.34】

【38.57】 【5.90】 【0.22】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県　伊丹市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

25.00 8,141.56 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 公共下水道 Aa 自治体職員 203,539

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 52.09 100.00 75.10 1,727 203,257 20.26 10,032.43

　①有形固定資産減価償却率は、平成27年から令和
元年までの5年間で19.48％から29.68％と増加して
おり、令和元年度については類似団体を上回ってい
ます。今後も増加していくことが見込まれていま
す。
　②管渠老朽化率は、類似団体と比べ下回っていま
すが、今後、法定耐用年数を経過した管渠の割合が
増加することが見込まれています。
　③管渠改善率については、老朽管調査の結果を基
に老朽度に応じて更新を行うとともに、実使用年数
も考慮した管渠改善率を設定し、計画的に施設更新
を行っていく必要があります。

2. 老朽化の状況

全体総括

　当市の人口は、微増傾向で推移していますが、有
収水量については、水需要の低迷により減少傾向に
あり、今後も緩やかに減少することが予測されま
す。
　平成21年度の法適化及び平成23年度の使用料改定
により、経営の健全性については一定保たれつつあ
りますが、管渠老朽化率は増加傾向にあり、法定耐
用年数を超えた管渠が増加してきていることから、
今後、多額の更新費用が必要となるなど、厳しい経
営環境が続くと予測されます。
　これらに対応し、将来にわたって持続可能な下水
道事業を実現するため、引き続き経営戦略に基づい
た計画的な施設の長寿命化、更新改良に努めていき
ます。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　①経常収支比率は、単年度の収支が黒字であるこ
とを示す100％を上回っており、類似団体平均値も
上回っているため、経営状況は健全な水準にあると
いえます。
　③流動比率は、必要とされる100％を下回ってお
り、類似団体平均値と比較しても低い状況であり、
今後も支払能力を高めるために経営改善を図る必要
があります。
　④企業債残高事業規模比率は、減少傾向にありま
すが、今後も健全経営の維持による財源確保を図
り、計画的な企業債発行と償還を行い、企業債残高
を減少させる必要があります。
　⑤経費回収率は、平成23年度の使用料改定以降は
100％を上回っており、類似団体平均値よりも高い
水準にあります。
　⑥汚水処理原価は、経営の効率化に向けた取り組
みを継続的に実施してきたこともあり、類似団体平
均値と比較して低い水準にあります。
　⑧水洗化率は、類似団体平均値と比べ高い水準に
ありますが、100％達成に向けて、水洗化の啓発活
動などを継続的に取り組んでいく必要があります。

2. 老朽化の状況について
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①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)
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【38.57】 【5.90】 【0.22】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　法適用企業と類似団体区分が同じため、収益的収支比率の類似団体平均等を表示していません。

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県　相生市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

90.40 323.17 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法非適用 下水道事業 公共下水道 Cc1 非設置 29,215

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 該当数値なし 84.96 86.75 2,922 24,743 6.26 3,952.56

　管渠については耐用年数と比較して直ちに老朽化
に取り組むべき老朽管はないと考えられるため、改
善実績はない。引き続き適正な維持管理業務と状況
把握により、更新の時期を見極めていくこととな
る。
　処理場に関しては経過年数から突発故障も懸念さ
れる時期に入っていることから、長寿命化事業を開
始し、設備の延命化や改築更新に取り組んでいる。

2. 老朽化の状況

全体総括

　普及が進んだことで今後需要の大幅増が見込めな
い中、将来の更新費用の確保や経営の健全化の観点
からも使用料体系の見直しを含め、経営改善の取り
組みが必要である。
　また、需要減により施設能力にさらなる余裕が出
ることは効率性の低下につながるため、農業集落排
水事業との統合により汚水処理事業全体として効率
化を図るなど、施設運用面の見直しによる改善を検
討していく必要があると考えられるので、これらを
踏まえた経営戦略をベースに健全経営につなげてい
く。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　水洗化率が９７％とほぼ普及している状況であ
り、今後の大幅な利用増が見込めない中、人口減少
や節水等による有収水量の減少傾向が続いて使用料
収入が減少している。また、地理的要因により発行
額が大きくなった企業債の償還が大きな負担となっ
ており、現状の使用料収入規模では維持管理費を充
足することは可能なものの、企業債償還経費が充足
できず、結果として一般会計からの繰入金による支
援が欠かせない状況であり、収益的収支が低い水準
にとどまっている。
　経費回収率及び汚水処理原価は類似団体平均より
も劣っているが、企業債の償還額は今後減少に転じ
るため、収益的収支比率等に改善が見込まれるが、
更新費用の確保など、経営の継続性を担保する観点
からは経営改善の取り組みが必要である。

2. 老朽化の状況について
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【682.51】

【95.35】【59.64】【136.15】【100.34】

【0.22】

該当数値なし 該当数値なし

該当数値なし 該当数値なし



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　法適用企業と類似団体区分が同じため、収益的収支比率の類似団体平均等を表示していません。

　本事業は管渠のみの保有であるが、管渠の耐用年
数を勘案すると、現状の経過年数では直ちに老朽化
による更新は必要ではないと考えられるため、当面
は適正な維持管理を継続していく。

2. 老朽化の状況

全体総括

　水洗化率が９２％と概ね普及している状況であ
り、今後の大幅な利用増は見込めない中、将来の更
新費用の確保を含め、使用料体系の検討を含めた経
営改善の取り組みを続けていく必要がある。この際
には公共下水道事業と一体的に運用している状況か
らも、両事業一括で検討していく必要があると考え
られる。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　本事業は事業開始当初から汚水を公共下水道事業
の処理場で処理することで、事業の効率性を高め、
経費の削減を図っている。
　しかし、人口減少や節水などにより有収水量は減
少傾向にある上、人口が点在する地域への整備と
なったことから企業債償還の費用が大きくなり、現
状の使用料収入規模ではカバーできず、収益的収支
比率が低くなっている。
　また、使用水量の減少が主因となり、汚水処理原
価が類似団体平均よりも劣っており、経営の効率性
が鈍る傾向にあり、現状では一般会計からの繰り入
れによる支援が不可欠な状況となっている。

2. 老朽化の状況について

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 該当数値なし 1.83 100.00 2,922 532 0.48 1,108.33

90.40 323.17 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法非適用 下水道事業 特定環境保全公共下水道 D2 非設置 29,215

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県　相生市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【1,218.70】

【84.20】【42.86】【218.56】【74.17】

【0.28】

該当数値なし 該当数値なし

該当数値なし 該当数値なし



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　法適用企業と類似団体区分が同じため、収益的収支比率の類似団体平均等を表示していません。

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県　相生市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

90.40 323.17 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法非適用 下水道事業 農業集落排水 F2 非設置 29,215

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 該当数値なし 12.25 96.37 2,922 3,567 1.37 2,603.65

　管渠については耐用年数から鑑みて、現状の経過
年数では直ちに老朽化対策に取り組む状況ではない
ため、適正な維持管理業務を継続することで良好な
状況を維持することとなる。
　処理場に関しては、経過年数から機器類の老朽化
が懸念される状況もあり、国庫補助を活用した機能
強化事業を実施し、機能診断に基づいた設備の延命
化なども組み合わせ、コストの平準化にも取り組ん
でいる。

2. 老朽化の状況

全体総括

　水洗化が概ね普及していることから、今後の大幅
な利用増は見込めない中、将来の更新費用の確保や
維持管理経費の削減と、汚水処理事業全体の効率性
の向上を図る面から、公共下水道事業への統合や使
用料体系のありかたといった経営改善の取り組みを
「経営戦略」の策定を通じて続けていく必要があ
る。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　水洗化率が９７％程度とほぼ普及している状況に
あるが、人口減少や節水傾向に加え、処理場が７か
所に分散していることで、整備に係る企業債償還の
費用が大きい。このため、現状の使用料収入規模で
は経費をカバーしきれず、収益的収支が低くなって
いる。経費回収率や汚水処理原価は類似団体よりも
状況はよく、施設利用率も平均程度であることか
ら、施設や経営の効率性が類似団体より著しく悪い
状況ではないものの、経費すべてを賄える状況では
なく、一般会計からの繰り入れによる支援が必要な
状況が続いている。

2. 老朽化の状況について
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①収益的収支比率(％)
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【765.47】

【86.22】【51.30】【257.86】【59.59】

【0.02】

該当数値なし 該当数値なし

該当数値なし 該当数値なし



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　法適用企業と類似団体区分が同じため、収益的収支比率の類似団体平均等を表示していません。

　供用を開始してから年数が浅いため、管渠、処理
場とも当面適正な維持管理の継続によることで大き
な更新等は不要と考えられる。

2. 老朽化の状況

全体総括

　対象が限定される事業であり、水洗化も完了して
いる現状では利用増が見込めない状況であり、将来
の更新費用の確保を含め、使用料体系の検討を含め
た経営改善の取り組みを続けていく必要がある。一
方で本事業は地理的要因により公共下水道等大規模
な集合処理に加われない地区に採用した側面もある
ため、使用料体系を含めた経営改善の具体策につい
ては、他事業も含めた市の汚水処理事業全体で検討
し、実情を踏まえたうえで「経営戦略」を策定して
取り組んでいく必要がある。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　地理的要因から公共下水道の供用区域から大きく
離れた地区にて実施する事業のため、対象人数が少
なく事業も小規模である。既に対象全世帯の水洗化
も完了しているため、普及拡大による収入増は見込
めない状況にある。
　維持管理業務に関しては農業集落排水事業と一体
で委託することで効率性を高め、経費の上昇を抑え
ているが、近年の有収水量の減少傾向もあって使用
料収入が伸び悩んでおり、企業債償還の費用を含め
ると現状の使用料収入規模ではカバーしきれず、収
益的収支比率が低い要因となっている。類似団体に
比べ使用料対象経費に対する回収率は高く、利用者
の費用負担の水準も低くはないほか、施設利用率も
平均以上と経営や施設の効率性が著しく低いとは考
えられないものの、結果として一般会計からの繰り
入れによる支援が不可欠な状況となっている。

2. 老朽化の状況について

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 該当数値なし 0.12 100.00 2,922 35 0.01 3,500.00

90.40 323.17 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法非適用 下水道事業 小規模集合排水処理 I2 非設置 29,215

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県　相生市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)
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①収益的収支比率(％)
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【1,682.85】

【90.15】【35.17】【510.14】【36.18】

【0.00】

該当数値なし 該当数値なし

該当数値なし 該当数値なし



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　法適用企業と類似団体区分が同じため、収益的収支比率の類似団体平均等を表示していません。

　供用を開始してからまだ年数が浅いため、適正な
維持管理を継続することにより引き続き利用可能で
あると考えられる。

2. 老朽化の状況

全体総括

　対象が限定される事業のため、水洗化率の向上に
よる規模の拡大にも限界があり、将来の更新費用の
確保を含め、使用料体系の検討を含めた経営改善の
取り組みを続けていく必要がある。一方で本事業は
地理的要因により集合処理事業を採用できなかった
箇所に採用した側面もあるため、使用料体系を含め
た経営改善については、他事業も含めた市の汚水処
理事業全体で検討し、実情を踏まえたうえで「経営
戦略」を策定して取り組んでいく必要がある。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　下水道への接続が困難な箇所に対して実施する事
業のため、対象人数が少なく事業も非常に小規模で
ある。維持管理業務については委託により経費を抑
えているが、近年の節水意識の高まりにより水量の
減少傾向もあって、使用料収入は伸び悩んでいる。
このため費用の十分な回収には至っておらず、その
度合いも類似団体よりやや低い傾向あり、結果とし
て一般会計からの繰り入れによる支援が不可欠な状
況となっている。

2. 老朽化の状況について

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 該当数値なし 0.15 100.00 2,922 44 0.01 4,400.00

90.40 323.17 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法非適用 下水道事業 個別排水処理 L2 非設置 29,215

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県　相生市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)
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①収益的収支比率(％)
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【862.82】

【79.30】【47.67】【317.18】【49.71】

【-】

該当数値なし 該当数値なし

該当数値なし 該当数値なし



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

　過去の多額な施設整備により、類似団体よりも減
価償却率が高く、施設の老朽化が着実に進んでい
る。
　法定耐用年数に達した管渠がなく更新投資を行っ
ていないことから、法定耐用年数を超えた管渠延長
の割合を示す「管渠老朽化率」は0％となってい
る。また、当該年度に更新した管渠延長の割合を示
す「管渠改善率」は類似団体の平均値よりも上回っ
ているものの、管渠の老朽化対策が進んでいないこ
とを示している。
　既存施設の老朽化が進行するなか、改築更新に多
額の投資が必要になるものと見込んでいるため、ス
トックマネジメント計画を策定し、施設管理の最適
化や投資の平準化をしなければならない。2. 老朽化の状況

全体総括

　経営の健全性・効率性を示す各指数は下水道使用
料収入だけでは経費を賄うことができておらず、依
然として一般会計からの繰入金に大きく依存してお
り、独立採算による経営環境は予断を許さない状況
にある。
　今後も引き続き、下水道事業経営戦略に基づき、
健全経営に努める。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　①「経常収支比率」は、使用料収入等の収益を
もって、維持管理費や支払利息等の費用をどの程度
賄えているかを示すものであり、類似団体と比較し
ても概ね良好で100％以上を維持し、「累積欠損金
比率」もないが、これは一般会計からの繰入を行っ
ているためである。
　③１年以内の債務に対する支払能力を示す「流動
比率」は、流動負債のうち企業債が占める割合が非
常に高いため、低い指標となっている。
　④使用料収入に対する企業債残高の割合で企業債
残高の規模を示す「企業債残高対事業規模比率」
は、過去の多額な施設整備時における企業債発行が
多かったためである。
　⑤下水道使用料で回収すべき経費をどの程度使用
料で賄えているかを示す「経費回収率」は類似団体
と比較して高い指標であるのは、施設の統廃合が着
実に進み、統合する側として使用料収入が伸びてい
るためである。
　⑥有収水量１㎥あたりの汚水処理に要した費用で
ある「汚水処理原価」はここ数年、施設の統廃合の
効果により少しずつ低い指標になっている。類似団
体と比較して低い指標であり良好な経営状態であ
る。
　⑦施設設備が一日に対応可能な処理能力に対する
一日平均処理水量の割合を示す「施設利用率」は、
類似団体と比較して低い状態である。
　⑧処理区域内人口のうち、実際に下水道に接続し
ている人口の割合を示す「水洗化率」は類似団体の
平均値と比較して良好である。

2. 老朽化の状況について

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 46.25 62.09 84.89 3,410 49,928 17.19 2,904.48

697.55 116.04 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 公共下水道 Bd1 非設置 80,942

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県　豊岡市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 2.34 1.51 0.50 0.84 0.28

平均値 0.27 0.17 0.13 0.10 0.09

100.00

102.00

104.00

106.00

108.00

110.00

112.00

114.00

116.00

118.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 106.55 110.32 113.14 116.61 116.67

平均値 109.48 109.27 108.03 106.90 106.99

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

40.00

45.00

50.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 36.79 38.70 40.50 42.46 44.08

平均値 25.89 26.63 25.61 26.13 26.36

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

1.60

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.71 0.95 1.07 1.03 1.43

①経常収支比率(％)

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 102.54 216.05 177.67 0.00 0.00

平均値 16.34 15.65 13.55 9.06 7.42

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 55.01 62.41 74.26 73.84 72.11

平均値 78.93 77.94 78.45 76.31 68.18

0.00

200.00

400.00

600.00

800.00

1,000.00

1,200.00

1,400.00

1,600.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 1,411.18 954.27 915.10 803.36 874.34

平均値 848.31 774.99 799.41 820.36 847.44

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 82.72 88.58 95.70 115.21 118.97

平均値 94.38 96.57 96.54 95.40 94.69

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 195.78 201.07 188.83 156.45 151.09

平均値 165.45 161.54 162.81 163.20 159.78

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 49.76 50.24 52.53 53.18 52.38

平均値 65.62 64.67 64.96 65.04 68.31

89.00

90.00

91.00

92.00

93.00

94.00

95.00

96.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 93.05 93.33 93.95 94.21 94.78

平均値 91.44 91.76 92.30 92.55 92.62

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【108.07】 【3.09】 【69.54】 【682.51】

【95.35】【59.64】【136.15】【100.34】

【38.57】 【5.90】 【0.22】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県　豊岡市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

697.55 116.04 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 特定環境保全公共下水道 D2 非設置 80,942

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 50.55 25.56 94.05 3,410 20,558 11.09 1,853.74

　過去の多額な施設整備により、類似団体よりも減
価償却率が高く、施設の老朽化が着実に進んでい
る。
　法定耐用年数に達した管渠がなく更新投資を行っ
ていないことから、法定耐用年数を超えた管渠延長
の割合を示す「管渠老朽化率」は0％となってい
る。当該年度に更新した管渠延長の割合を示す「管
渠改善率」は0％であり、管渠の老朽化対策が進ん
でいないことを示している。
　既存施設の老朽化が進行するなか、改築更新に多
額の投資が必要になるものと見込んでいるため、ス
トックマネジメント計画を策定し、施設管理の最適
化や投資の平準化をしなければならない。

2. 老朽化の状況

全体総括

　経営の健全性・効率性を示す各指数は下水道使用
料収入だけでは経費を賄うことができておらず、依
然として一般会計からの繰入金に大きく依存してお
り、独立採算による経営環境は予断を許さない状況
にある。
　今後も引き続き、下水道事業経営戦略に基づき、
健全経営に努める。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　①「経常収支比率」は、使用料収入等の収益をもっ
て、維持管理費や支払利息等の費用をどの程度賄えて
いるかを示すものであり、類似団体と比較しても概ね
良好で100％以上を維持し、「累積欠損金比率」もな
いが、これは一般会計からの繰入を行っているためで
ある。
　③１年以内の債務に対する支払能力を示す「流動比
率」は、流動負債のうち企業債が占める割合が非常に
高いため、低い指標となっている。令和元年度は未払
金が減少したため、高い指標となった。
　④使用料収入に対する企業債残高の割合で企業債残
高の規模を示す「企業債残高対事業規模比率」は、過
去の多額な施設整備時における企業債発行が多かった
ためである。
　しかしながら、着実に企業債償還を行っており、少
しずつ改善され、低い指標となっている。
　⑤下水道使用料で回収すべき経費をどの程度使用料
で賄えているかを示す「経費回収率」が類似団体と比
較して高いのは、施設の統廃合が着実に進み、統合す
る側として使用料収入が伸びているためである。
　⑥有収水量１㎥あたりの汚水処理に要した費用であ
る「汚水処理原価」はここ数年、施設の統廃合の効果
により少しずつ低い指標になっている。類似団体と比
較して低い指標であり良好な経営状態である。
　⑦施設設備が一日に対応可能な処理能力に対する一
日平均処理水量の割合を示す「施設利用率」は、類似
団体と比較して低い状態である。
　⑧処理区域内人口のうち、実際に下水道に接続して
いる人口の割合を示す「水洗化率」は類似団体の平均
値と比較して良好である。

2. 老朽化の状況について
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当該値 0.35 0.49 0.12 0.26 0.00

平均値 0.07 0.09 0.09 0.13 0.36
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H27 H28 H29 H30 R01

当該値 109.68 112.56 114.13 116.50 119.99

平均値 100.94 100.85 102.13 101.72 102.73
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25.00

30.00

35.00

40.00

45.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 32.07 34.44 36.65 38.71 40.88

平均値 22.79 22.77 23.93 24.68 24.68
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5.00

6.00

7.00

8.00

9.00

10.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.04 0.00 0.00 0.01 8.62

①経常収支比率(％)
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20.00
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当該値 1,898.42 1,213.85 1,203.25 1,138.03 1,123.55

平均値 1,434.89 1,298.91 1,243.71 1,194.15 1,206.79
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平均値 246.72 234.96 221.81 230.02 228.47
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【102.87】 【76.63】 【49.61】 【1,218.70】

【84.20】【42.86】【218.56】【74.17】

【25.37】 【6.20】 【0.28】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

　過去の多額な施設整備により、類似団体よりも減
価償却率が高く、施設の老朽化が着実に進んでい
る。
　法定耐用年数に達した管渠がなく更新投資を行っ
ていないことから、法定耐用年数を超えた管渠延長
の割合を示す「管渠老朽化率」や、当該年度に更新
した管渠延長の割合を示す「管渠改善率」はともに
0％となっている。
　現在、施設の統廃合事業を進めており、処理場を
ポンプ場へと改築している。
　既存施設の老朽化が進行するなか、改築更新に多
額の投資が必要になるものと見込んでいるため、ス
トックマネジメント計画を策定し、施設管理の最適
化や投資の平準化をしなければならない。2. 老朽化の状況

全体総括

　経営の健全性・効率性を示す各指数は下水道使用
料収入だけでは経費を賄うことができておらず、依
然として一般会計からの繰入金に大きく依存してお
り、独立採算による経営環境は予断を許さない状況
にある。
　今後も引き続き、下水道事業経営戦略に基づき、
健全経営に努める。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　①「経常収支比率」は、使用料収入等の収益を
もって、維持管理費や支払利息等の費用をどの程度
賄えているかを示すものであり、類似団体と比較し
ても概ね良好で100％近くを維持し、「累積欠損金
比率」もないが、これは一般会計からの繰入を行っ
ているためである。
　③１年以内の債務に対する支払能力を示す「流動
比率」は、流動負債のうち企業債が占める割合が非
常に高いため、低い指標となっている。令和元年度
は未収金が減少したため、低い指標となった。
　④使用料収入に対する企業債残高の割合で企業債
残高の規模を示す「企業債残高対事業規模比率」
は、過去の多額な施設整備時における企業債発行が
多かったためである。
　令和元年度は施設の統廃合の影響により、使用料
収入が減少したため高い指標となった。
　⑤下水道使用料で回収すべき経費をどの程度使用
料で賄えているかを示す「経費回収率」が類似団体
と比較して低いのは、収益が一般会計からの繰入金
に大きく依存しており、使用料収入が少ないためで
ある。
　⑥有収水量１㎥あたりの汚水処理に要した費用で
ある「汚水処理原価」はここ数年、有収水量が減少
していることから類似団体と比較して高い指標で推
移する傾向になっている。
　⑧処理区域内人口のうち、実際に下水道に接続し
ている人口の割合を示す「水洗化率」は類似団体の
平均値より高い指標となっている。

2. 老朽化の状況について

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 47.29 8.77 98.21 3,410 7,055 1.95 3,617.95

697.55 116.04 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 農業集落排水 F1 非設置 80,942

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県　豊岡市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)
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①経常収支比率(％)
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【102.97】 【165.48】 【33.84】 【765.47】

【86.22】【51.30】【257.86】【59.59】

【24.97】 【0.00】 【0.02】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県　豊岡市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

697.55 116.04 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 漁業集落排水 H2 非設置 80,942

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 68.28 0.35 87.92 3,410 282 0.13 2,169.23

　過去の多額な施設整備により、類似団体よりも減
価償却率が高く、施設の老朽化が着実に進んでい
る。
　法定耐用年数に達した管渠がなく更新投資を行っ
ていないことから、法定耐用年数を超えた管渠延長
の割合を示す「管渠老朽化率」や、当該年度に更新
した管渠延長の割合を示す「管渠改善率」はともに
0％となっている。
　既存施設の老朽化が進行するなか、改築更新に多
額の投資が必要になるものと見込んでいるため、ス
トックマネジメント計画を策定し、施設管理の最適
化や投資の平準化をしなければならない。

2. 老朽化の状況

全体総括

　経営の健全性・効率性を示す各指数は下水道使用
料収入だけでは経費を賄うことができておらず、依
然として一般会計からの繰入金に大きく依存してお
り、独立採算による経営環境は予断を許さない状況
にある。
　今後も引き続き、下水道事業経営戦略に基づき、
健全経営に努める。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　①「経常収支比率」は、使用料収入等の収益をもっ
て、維持管理費や支払利息等の費用をどの程度賄えて
いるかを示すものであり、類似団体と比較しても概ね
良好で100％近くを維持し、「累積欠損金比率」もな
いが、これは一般会計からの繰入を行っているためで
ある。
　③１年以内の債務に対する支払能力を示す「流動比
率」は、流動負債のうち企業債が占める割合が非常に
高いため、低い指標となっている。令和元年度は国庫
補助金を一部、翌年度に収入したため未収金が増え、
高い指標となった。
　④使用料収入に対する企業債残高の割合で企業債残
高の規模を示す「企業債残高対事業規模比率」は、過
去の多額な施設整備時における企業債発行が多かった
ためである。
　令和元年度は施設の統廃合の影響により、使用料収
入が減少したため高い指標となった。
　⑤下水道使用料で回収すべき経費をどの程度使用料
で賄えているかを示す「経費回収率」が類似団体と比
較して低いのは、収益が一般会計からの繰入金に大き
く依存しており、使用料収入が少ないためである。
　⑥有収水量１㎥あたりの汚水処理に要した費用であ
る「汚水処理原価」はここ数年、有収水量が減少して
いることから類似団体と比較して高い指標で推移する
傾向になっている。
　しかしながら、施設の統廃合による効果により、類
似団体の平均値との乖離は小さくなりつつある。
　⑧処理区域内人口のうち、実際に下水道に接続して
いる人口の割合を示す「水洗化率」は類似団体の平均
値より高い指標となっている。

2. 老朽化の状況について
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【99.73】 【98.62】 【55.53】 【953.26】

【79.94】【33.67】【379.91】【45.31】

【29.16】 【0.00】 【0.01】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県　豊岡市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

697.55 116.04 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 小規模集合排水処理 I2 非設置 80,942

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 36.20 0.17 114.60 3,410 133 0.11 1,209.09

　過去の多額な施設整備により、類似団体よりも減
価償却率が高く、施設の老朽化が着実に進んでい
る。
　法定耐用年数に達した管渠がなく更新投資を行っ
ていないことから、法定耐用年数を超えた管渠延長
の割合を示す「管渠老朽化率」や、当該年度に更新
した管渠延長の割合を示す「管渠改善率」はともに
0％となっている。
　将来、下水道事業全体から見て、小規模集合排水
処理施設整備事業の新たな投資は難しいことから、
施設管理の最適化や投資の平準化をしていかなけれ
ばならない。

2. 老朽化の状況

全体総括

　経営の健全性・効率性を示す各指数は下水道使用
料収入だけでは経費を賄うことができておらず、依
然として一般会計からの繰入金に大きく依存してお
り、独立採算による経営環境は予断を許さない状況
にある。
　今後も引き続き、下水道事業経営戦略に基づき、
健全経営に努める。
　

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　①「経常収支比率」は、使用料収入等の収益を
もって、維持管理費や支払利息等の費用をどの程度
賄えているかを示すものであり、類似団体と比較し
ても概ね良好で100％近くを維持し、「累積欠損金
比率」もないが、これは一般会計からの繰入を行っ
ているためである。
　③１年以内の債務に対する支払能力を示す「流動
比率」は、流動負債のうち企業債が占める割合が非
常に高いため、低い指標となっている。
　④使用料収入に対する企業債残高の割合で企業債
残高の規模を示す「企業債残高対事業規模比率」
は、過去の多額な施設整備時における企業債発行が
多かったためである。
　しかしながら、着実な企業債償還により少しずつ
低い指標となっている。
　⑤下水道使用料で回収すべき経費をどの程度使用
料で賄えているかを示す「経費回収率」が類似団体
と比較して低いのは、収益が一般会計からの繰入金
に大きく依存しており、使用料収入が少ないためで
ある。
　⑥有収水量１㎥あたりの汚水処理に要した費用で
ある「汚水処理原価」はここ数年、有収水量が減少
していることから類似団体と比較して高い指標で推
移する傾向である。
　⑧処理区域内人口のうち、実際に下水道に接続し
ている人口の割合を示す「水洗化率」は類似団体の
平均値より低い指標となっている。

2. 老朽化の状況について
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【98.84】 【1,399.60】 【83.42】 【1,682.85】

【90.15】【35.17】【510.14】【36.18】

【30.43】 【0.00】 【0.00】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県　豊岡市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

697.55 116.04 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 個別排水処理 L2 非設置 80,942

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 25.30 0.25 100.00 3,410 198 0.18 1,100.00

　過去の多額な施設整備により、類似団体よりも減
価償却率が高く、施設の老朽化が着実に進んでい
る。
　将来、下水道事業全体から見て、個別排水処理施
設整備事業の新たな投資は難しいことから、施設管
理の最適化や投資の平準化をしていかなければなら
ない。

2. 老朽化の状況

全体総括

　経営の健全性・効率性を示す各指数は下水道使用
料収入だけでは経費を賄うことができておらず、依
然として一般会計からの繰入金に大きく依存してお
り、独立採算による経営環境は予断を許さない状況
にある。
　今後も引き続き、下水道事業経営戦略に基づき、
健全経営に努める。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　①「経常収支比率」は、使用料収入等の収益をもっ
て、維持管理費や支払利息等の費用をどの程度賄えて
いるかを示すものであり、類似団体と比較しても概ね
良好で100％近くを維持し、「累積欠損金比率」もな
いが、これは一般会計からの繰入を行っているためで
ある。
　③１年以内の債務に対する支払能力を示す「流動比
率」は、平成30年度と比較して、流動資産（現金）を
２倍近く多く保持したため、高い指標となっている。
　④使用料収入に対する企業債残高の割合で企業債残
高の規模を示す「企業債残高対事業規模比率」は、過
去の多額な施設整備時における企業債発行が多かった
ためである。
　⑤下水道使用料で回収すべき経費をどの程度使用料
で賄えているかを示す「経費回収率」が類似団体と比
較して低いのは、収益が一般会計からの繰入金に大き
く依存しており、使用料収入が少ないためである。
　⑥有収水量１㎥あたりの汚水処理に要した費用であ
る「汚水処理原価」はここ数年、有収水量が減少して
いることから類似団体と比較して高い指標で推移する
傾向である。
　⑦施設設備が一日に対応可能な処理能力に対する一
日平均処理水量の割合を示す「施設利用率」が令和元
年度、類似団体と比較して低いのは、施設の平均処理
水量が大きく減少したためである。
　⑧処理区域内人口のうち、実際に下水道に接続して
いる人口の割合を示す「水洗化率」は類似団体の平均
値と比較して良好である。

2. 老朽化の状況について
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⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)
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【37.31】 【-】 【-】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

・②管路老朽化率
　全国平均・類似団体平均に比べ数値は低く(良く)
なっている。事業開始当初に整備された管渠が耐用
年数を経過し始めているため、計画的に老朽化対策
を進めて行く必要がある。
・③管渠改善率
　未普及解消事業として新規整備に注力しているた
め、管渠の更新の事業費が少なく、全国平均・類似
団体平均より小さい(悪い)値となっている。今後は
未普及解消事業と並行して改善を図っていく必要が
あり、令和７年度の下水道整備概成後については、
管渠の更新・改築に大きくシフトしていく予定であ
る。

2. 老朽化の状況

全体総括

　経営の健全性や効率性を示す指標については、良
好な数値となり健全な経営ができている。
　現在、令和７年度の下水道整備概成に向けて、事
業に取り組んでいるところであり、一刻も早く未普
及解消を図るとともに、平成30年度に策定した「ス
トックマネジメント計画」をもとに施設の改築・更
新についても並行して事業を実施していく。
　また、平成30年度に策定した「加古川市下水道ビ
ジョン2028」等に基づき、将来の需要を踏まえた中
長期的な視点での施設の計画的な更新と更新費用の
平準化を行い、持続可能な下水道事業の経営となる
よう努めていく。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

・③流動比率
　令和元年度は未払金が少なくなったため前年度と
比べ指標は上昇（改善）し、全国平均・類似団体平
均を上回っている。望ましいとされる100％以上に
は達していないが、今後も改善傾向は続く見込みで
ある。
・④企業債残高対事業規模比率
  全国平均・類似団体平均に比べ数値は高い(悪い)
が、企業債残高は順調に減少し、指標は低下(改善)
する傾向である。
・⑤経費回収率、⑥汚水処理原価
　汚水処理原価は類似団体平均より低い(良い)水準
で推移しており、経費回収率については100％以上
の水準を維持し、いずれも良好な値となっている。
今後、人口減少等に伴い使用料収入が減少すること
が懸念され、料金回収率の低下(悪化)が見込まれ
る。
・⑦施設利用率
　施設利用率については、終末処理場を保有してい
ないため、”－”となっている。
・⑧水洗化率
　全国平均・類似団体平均より高く(良く)なってい
る。引き続き水洗化助成金や下水道の果たす役割等
を広報しながら、早期接続や未水洗家屋の解消に努
めていく。

2. 老朽化の状況について

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 51.88 88.28 86.85 2,530 232,641 37.39 6,222.01

138.48 1,909.04 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 公共下水道 Ac1 自治体職員 264,364

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県　加古川市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【108.07】 【3.09】 【69.54】 【682.51】

【95.35】【59.64】【136.15】【100.34】

【38.57】 【5.90】 【0.22】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

当該事業は、平成6年度(1994年度)から建設事業を
開始し、25年以上が経過した。下水道管渠の耐用年
数は50年であり、現段階では管渠の老朽化について
特段考慮する必要はないと考えられるが、今後とも
適切な維持管理に努めていく必要がある。

2. 老朽化の状況

全体総括

当該事業における処理区域内人口が少なく、費用や
企業債残高に対する収益が少ないことにより、経営
指標の大幅な改善は厳しい状況にある。
　現在、令和7年度の下水道整備概成に向けて、事
業に取り組んでいるところであるが、一刻も早く未
普及地域の解消に努めるとともに、水洗化率を向上
させ使用料収入を確保していく必要がある。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

・①経常収支比率、②累積欠損金比率、③流動比率
  使用料収入の減少、営業費用の増加に伴い損益が
悪化したことで、経常収支比率、累積欠損金比率及
び流動比率の値が悪化した。
・④企業債残高対事業規模比率
　企業債残高に対する収益が少なく、全国平均・類
似団体平均に比べ数値は高い(悪い)。令和元年度
は、使用料収入の減少等で営業収益が減少したこと
により微増（悪化）した。
・⑤経費回収率、⑥汚水処理原価
　使用料収入の減少、汚水処理費の増加に伴い、汚
水処理原価が上昇(悪化)し、経費回収率も低下(悪
化)した。
・⑦施設利用率
　施設利用率については、終末処理場を保有してい
ないため、”－”となっている。
・⑧水洗化率
　新規整備を進めており、水洗化人口は増加してい
るものの、処理区域内人口が増加した影響で数値は
微減(悪化)した。
　引き続き水洗化助成金や下水道の果たす役割など
を広報しながら、早期接続を促していく。

2. 老朽化の状況について

処理区域内人口密度(人/km
2
) －
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138.48 1,909.04 ■
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3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 特定環境保全公共下水道 D2 自治体職員 264,364

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県　加古川市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)
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90.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 66.90 75.83 76.43 78.88 78.79

平均値 82.90 83.50 83.06 83.32 83.75

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【102.87】 【76.63】 【49.61】 【1,218.70】

【84.20】【42.86】【218.56】【74.17】

【25.37】 【6.20】 【0.28】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

当該事業は、平成10年度(1998年度)から建設事業を
開始し、20年以上が経過した。現段階では管渠の老
朽化については大きな問題はないと考えられるが、
今後とも適切な維持管理に努めていく必要がある。

2. 老朽化の状況

全体総括

処理施設を設けない整備手法により、建設費用・維
持管理費用の節減を図っているものの、事業運営に
は使用料収入に加え、一般会計からの補助金が必要
不可欠な状況にある。維持管理費の削減等により、
収支の改善を図っていく必要がある。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

・②累積欠損金比率
　全国平均・類似団体平均と比べ低く、累積欠損金
は毎年順調に減少しており、近く解消する見込みで
ある。
・③流動比率
　一般会計補助金の増加等により損益が改善し、増
加に転じたものの、依然低い状況にある。
・④企業債残高対事業規模比率
　”0”となっているのは、企業債の元利償還金を
繰出基準に基づく公費負担で賄っており、企業債残
高全額を一般会計負担額として取り扱っているため
である。
・⑤経費回収率、⑥汚水処理原価
　使用料収入は減少したものの、汚水処理費が減少
したため、汚水処理原価は低下(改善)し、経費回収
率は上昇(改善)した。
　※平成29年度は処理施設の更新工事に伴い、固定
資産の除却費が多く発生し、汚水処理費が臨時的に
増加。

2. 老朽化の状況について

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 34.93 1.12 95.08 2,530 2,945 0.36 8,180.56

138.48 1,909.04 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 農業集落排水 F2 自治体職員 264,364

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県　加古川市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

0.00

0.01

0.02

0.03

0.04

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.02 0.03 0.01 0.01 0.02

90.00

95.00

100.00

105.00

110.00

115.00

120.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 118.64 118.61 103.25 108.64 117.15

平均値 111.60 105.64 100.95 101.77 103.60

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 3.44 6.88 9.35 12.33 15.46

平均値 18.39 10.45 24.87 24.13 23.06

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

①経常収支比率(％)

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

450.00

500.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 461.32 331.13 307.86 256.25 129.52

平均値 367.95 247.72 224.04 227.40 193.99

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

160.00

180.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 13.64 18.46 25.38 0.84 5.45

平均値 153.97 103.15 29.91 29.54 26.99

0.00

200.00

400.00

600.00

800.00

1,000.00

1,200.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 979.89 1,051.43 855.80 789.46 826.83

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 44.83 46.54 25.75 32.80 34.76

平均値 41.34 40.06 59.80 57.77 57.31

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 297.99 288.94 522.32 408.65 386.14

平均値 357.49 355.22 263.76 274.35 273.52

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 45.50 44.78 45.35 44.21 42.13

平均値 44.69 42.84 51.75 50.68 50.14

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 52.39 51.80 51.47 50.82 51.31

平均値 69.67 66.30 84.84 84.86 84.98

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【102.97】 【165.48】 【33.84】 【765.47】

【86.22】【51.30】【257.86】【59.59】

【24.97】 【0.00】 【0.02】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

　公共下水道事業は昭和56年に供用開始しており、
最も整備年度の早い箇所では令和3年度には40年が
経過する。近年は、老朽化した施設や管渠の改築更
新が課題となっている。
　このため、令和2年度においてストックマネジメ
ント計画を策定し、同計画に基づいた、計画的・効
果的な改築更新を進めていくこととしている。

2. 老朽化の状況

全体総括

　特定環境保全公共下水道事業並びに農業集落排水
事業同様、人口減少、節水機器の普及等を背景に、
使用料収入の減少傾向は今後も続くものと予測して
いる。
　対し、老朽化した下水道施設の改築更新に係る費
用の増加は不可避である。
　厳しい経営状況が続くことが予想されているが、
この状況に対応するため、令和2年度ににストック
マネジメント計画及び経営戦略を策定、これを基に
引き続き経営改善を進め、安定した経営の実現を目
指す。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　本市の公共下水道事業は、平成30年度から公営企
業法の規定の全部を適用して、公営企業会計に移行
した。
　初年度と比較すると、汚水処理原価と経費回収率
に改善がみられたものの、全国平均及び類似団体平
均と比較しても依然と隔たりが大きく、事業運営は
依然として厳しい状況である。
　また、厳しい運営状況が続くことが予測されるこ
とから、経常収支比率と累積欠損金比率も悪化して
いくことが懸念されるところである。
　令和２年度に経営戦略の策定を予定しており、一
層の経営の合理化・効率化を図っていくこととす
る。

　注）④企業債残高対事業規模比率の令和元年度数
値が0となっているが、正しい数値は861.03であ
る。

2. 老朽化の状況について

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 59.83 74.73 83.95 2,453 35,214 9.85 3,575.03

126.85 373.60 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 公共下水道 Bd1 非設置 47,391

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県　赤穂市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

0.00

0.02

0.04

0.06

0.08

0.10

0.12

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - 0.00 0.00

平均値 - - - 0.10 0.09

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - 104.72 88.20

平均値 - - - 106.90 106.99

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - 5.11 9.68

平均値 - - - 26.13 26.36

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

1.60

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - 0.00 0.00

平均値 - - - 1.03 1.43

①経常収支比率(％)

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

14.00

16.00

18.00

20.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - 0.00 18.07

平均値 - - - 9.06 7.42

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - 29.78 50.97

平均値 - - - 76.31 68.18

0.00

200.00

400.00

600.00

800.00

1,000.00

1,200.00

1,400.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - 1,185.80 0.00

平均値 - - - 820.36 847.44

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - 48.42 55.52

平均値 - - - 95.40 94.69

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - 290.20 253.34

平均値 - - - 163.20 159.78

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - 65.59 62.44

平均値 - - - 65.04 68.31

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - 99.10 99.14

平均値 - - - 92.55 92.62

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【108.07】 【3.09】 【69.54】 【682.51】

【95.35】【59.64】【136.15】【100.34】

【38.57】 【5.90】 【0.22】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県　赤穂市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

126.85 373.60 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 特定環境保全公共下水道 D1 非設置 47,391

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 36.92 19.88 83.93 2,453 9,369 5.37 1,744.69

　特定環境保全公共下水道事業は５処理区あり、最
も整備年度が早い処理区は平成9年度に供用開始し
ている。老朽化した施設の改築更新がこれからの課
題となるが、昭和56年供用開始の公共下水道事業を
優先することとなる。
　今後は、令和2年度策定のストックマネジメント
計画に沿って、計画的・効果的な改築更新を進めて
いくこととする。

2. 老朽化の状況

全体総括

　公共下水道事業並びに農業集落排水事業同様、人
口減少、節水機器の普及等を背景に、使用料収入の
減少傾向は今後も続くものと予測している。
　対して、老朽化していく施設の改築更新に係る費
用は今後増加していく見込みである。
　厳しい経営状況が続くことが予想されているが、
この状況に対応するため、令和2年度にストックマ
ネジメント計画及び経営戦略を策定、これを基に引
き続き経営改善を進め、安定した経営の実現を目指
す。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　本市の特定環境保全公共下水道事業は、平成30年
度から公営企業法の規定の全部を適用して、公営企
業会計に移行した。
　初年度と比較すると、汚水処理原価と経費回収率
に改善がみられたものの、全国平均及び類似団体平
均と比較しても依然と隔たりが大きく、事業運営は
依然として厳しい状況である。
　また、厳しい運営状況が続くことが予測されるこ
とから、経常収支比率と累積欠損金比率も悪化して
いくことが懸念されるところである。
　このような状況において、令和2年度に経営戦略
の策定を予定しており、一層の経営の合理化・効率
化を図っていくこととする。

　注）④企業債残高対事業規模比率の令和元年度数
値が0となっているが、正しい数値は1,546.51であ
る。

2. 老朽化の状況について

0.00

0.01

0.02

0.03

0.04

0.05

0.06

0.07

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - 0.00 0.00

平均値 - - - 0.06 0.04

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - 102.25 104.79

平均値 - - - 102.95 103.34

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - 4.16 8.24

平均値 - - - 26.56 27.82

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - 0.00 0.00

平均値 - - - 0.00 0.00

①経常収支比率(％)

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - 0.00 0.00

平均値 - - - 27.02 29.74

△30.00

△20.00

△10.00

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - 10.61 △17.83

平均値 - - - 60.67 53.44

0.00

200.00

400.00

600.00

800.00

1,000.00

1,200.00

1,400.00

1,600.00

1,800.00

2,000.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - 1,898.23 0.00

平均値 - - - 1,252.71 1,267.39
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70.00
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100.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - 44.76 59.54

平均値 - - - 87.03 84.30

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - 347.44 262.30

平均値 - - - 177.02 185.47

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - 70.40 58.11

平均値 - - - 46.17 45.68

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - 97.28 97.21

平均値 - - - 87.84 87.96

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【102.87】 【76.63】 【49.61】 【1,218.70】

【84.20】【42.86】【218.56】【74.17】

【25.37】 【6.20】 【0.28】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

　本市の農業集落排水事業は８処理区あり、最も早
く整備した処理区は平成３年度の供用開始で、施設
の老朽化が進行している。
　老朽化の進行は、公共下水道事業、特定環境保全
公共下水道事業も同様であり、計画的な改築更新を
行っていく必要がある。

2. 老朽化の状況

全体総括

　公共下水道事業並びに特定環境保全公共下水道事
業同様、人口減少、節水機器の普及等を背景に、使
用料収入の減少傾向は今後も続くものと予測してい
る。これに対し、老朽化施設に対する改築更新の費
用増加が見込まれるところである。
　この状況に対応するため、計画的な改築更新と維
持管理に係るコストの縮減をより一層強化していき
たい。
　なお、令和２年度において、農業集落排水の処理
区の数を８から６へ再編するため、将来的な維持管
理費の縮減につながるものと考えている。
　また、農業集落排水事業は平成12年度に完了して
いるため、改築更新に係る新規債発行はあるもの
の、企業債残高は漸減していく見込みである。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　本市の農業集落排水事業は、平成３０年度から公
営企業法の規定の全部を適用して、公営企業会計に
移行した。
　初年度と比較すると、汚水処理原価と経費回収率
に改善がみられたものの、全国平均及び類似団体平
均と比較しても依然と隔たりが大きく、事業運営は
依然として厳しい状況である。
　また、厳しい経営状況が続くことが予測されるこ
とから、経常収支比率と累積欠損金比率も悪化して
いくことが懸念されるところである。
　令和２年度に経営戦略の策定を予定しており、一
層の経営の合理化・効率化を図っていくこととす
る。

　注）④企業債残高対事業規模比率の令和元年度数
値が0となっているが、正しい数値は3,292.47であ
る。

2. 老朽化の状況について

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 54.51 4.69 88.23 2,453 2,210 0.76 2,907.89

126.85 373.60 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 農業集落排水 F2 非設置 47,391

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県　赤穂市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

0.00

0.01

0.02

0.03

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - 0.00 0.00

平均値 - - - 0.01 0.02

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - 101.37 95.20

平均値 - - - 101.77 103.60

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - 4.99 8.58

平均値 - - - 24.13 23.06

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - 0.00 0.00

平均値 - - - 0.00 0.00

①経常収支比率(％)

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - 0.00 22.92

平均値 - - - 227.40 193.99

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - 6.01 54.17

平均値 - - - 29.54 26.99

0.00

500.00

1,000.00

1,500.00

2,000.00

2,500.00

3,000.00

3,500.00

4,000.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - 3,430.97 0.00

平均値 - - - 789.46 826.83

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - 15.30 22.14

平均値 - - - 57.77 57.31

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

700.00

800.00

900.00

1,000.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - 908.48 628.41

平均値 - - - 274.35 273.52

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - 56.15 51.07

平均値 - - - 50.68 50.14

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

100.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - 91.55 91.49

平均値 - - - 84.86 84.98

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【102.97】 【165.48】 【33.84】 【765.47】

【86.22】【51.30】【257.86】【59.59】

【24.97】 【0.00】 【0.02】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

①有形固定資産減価償却率は、年々上昇しています
が、類似団体や全国平均よりは低い状況でありま
す。
②③法定耐用年数を超えた管渠はありませんので、
管渠老朽化率及び管渠改善率は０であります。

2. 老朽化の状況

全体総括

　公共下水道事業は、旧西脇市区域の市街化区域を
中心とした集落を対象に、加古川上流流域下水道と
して整備され、平成６年６月６日に供用開始し、下
水道普及率はほぼ100％となっています。
　しかし、人口減少や節水意識の向上などにより、
使用料収入が減少する中で、流域下水道施設建設負
担金や維持管理負担金を支払う必要があります。
　そのため、使用料収入の増収につながる水洗化率
の向上を図るとともに、平成29年１月に策定した
「下水道事業経営戦略」に基づき、維持管理費の更
なる削減に努め、経営基盤を強化していきたいと考
えています。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率は、100％以上であるが類似団体平
均値よりは少し低く、年度ごとに増減があるので、
安定した経営を維持するため更なる費用削減が必要
です。
②累積欠損金は発生していません。また、使用料収
入は昨年度より増加しています。
③流動比率は、余剰資金を保有していないため、全
国平均を下回っています。
④企業債残高対事業規模比率は、企業債の借入額よ
りも償還額が多かったため、全国平均より低くなっ
ています。
⑤経費回収率は、使用料収入が増加したことによ
り、100％を上回っています。
⑥汚水処理原価は、全国平均より高く、類似団体よ
りは低い状況で、更なる維持管理費用の削減が必要
です。
⑦施設利用率は、流域下水道に接続しているため、
表示がありません。
⑧水洗化率は、毎年未接続世帯を訪問し水洗化啓発
に努めた結果、年々上昇しています。

2. 老朽化の状況について

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 61.69 61.99 92.55 3,630 24,876 11.03 2,255.30

132.44 305.13 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 公共下水道 Cd2 非設置 40,412

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県　西脇市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

0.00

0.02

0.04

0.06

0.08

0.10

0.12

0.14

0.16

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.15 0.10 0.13 0.12 0.10

90.00

95.00

100.00

105.00

110.00

115.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 101.60 99.56 97.82 97.31 106.59

平均値 110.80 110.07 106.70 106.83 109.21

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 15.13 17.25 19.36 21.36 23.49

平均値 22.60 26.91 26.81 26.06 24.10

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

①経常収支比率(％)

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 31.45 31.40 26.14 22.02 15.73

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 37.91 44.24 55.52 53.42 37.01

平均値 70.16 79.71 68.29 68.04 57.26

0.00

200.00

400.00

600.00

800.00

1,000.00

1,200.00

1,400.00

1,600.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 1,380.33 445.42 431.61 460.36 448.46

平均値 1,162.36 1,047.65 1,124.26 1,048.23 1,130.42

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 111.47 119.32 109.18 96.06 102.47

平均値 68.21 74.04 80.58 78.92 74.17

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 174.26 163.10 178.76 202.52 191.28

平均値 250.84 235.61 216.21 220.31 230.95

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - - -

平均値 49.39 49.25 50.24 49.68 49.27

78.00

80.00

82.00

84.00

86.00

88.00

90.00

92.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 87.72 88.61 89.63 90.38 90.97

平均値 83.96 84.12 84.17 83.35 83.16

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【108.07】 【3.09】 【69.54】 【682.51】

【95.35】【59.64】【136.15】【100.34】

【38.57】 【5.90】 【0.22】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

①有形固定資産減価償却率は、年々上昇し施設の老
朽化が進んでおり、全国平均より高くなっていま
す。
②平成９年４月１日に供用開始しており、法定耐用
年数を超えた管渠はありませんので、管渠老朽化率
は０であります。
③管渠改善率は、平成29年度に汚水管を２㎞延長し
たため1.63％となりましたが、令和元年度は０であ
ります。

2. 老朽化の状況

全体総括

　特定環境保全公共下水道は、平成９年４月１日に
供用開始し、下水道普及率はほぼ100％となってい
ます。
　しかし、人口減少や節水意識の向上などにより、
使用料収入が年々減少する中で、処理施設の老朽化
が進むことから、施設の更新に係る経費や維持管理
経費などが増加しています。
　そのため、使用料収入につながる水洗化率の向上
を図るとともに、平成29年１月に策定した「下水道
事業経営戦略」に基づき、長寿命化計画を策定し、
機器の改築・更新などにより、維持管理経費の削減
に努め、経営基盤を強化していきたいと考えていま
す。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率は、100％を下回っています。安定
した経営を維持するためには、更なる費用削減が必
要となっています。
②累積欠損金比率は、全国平均より低くなっていま
す。
③流動比率は、余剰資金を保有していないため、全
国平均を下回っています。
④企業債残高対事業規模比率は、企業債の借入額よ
りも償還額が多かったため、全国平均より低くなっ
ています。
⑤経費回収率は、前年度より使用料収入が減少した
が、汚水処理費用も減少したことにより、上昇して
います。
⑥汚水処理原価は、汚水処理費と有収水量が減少し
たことにより昨年度より低くなり、全国平均より低
くなっています。
⑦施設利用率は、全国平均より高くなっています。
⑧水洗化率は、毎年未接続世帯を訪問し水洗化啓発
に努めた結果、年々上昇しています。

2. 老朽化の状況について

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 54.25 21.83 95.92 3,630 8,762 6.10 1,436.39

132.44 305.13 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 特定環境保全公共下水道 D2 非設置 40,412

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県　西脇市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

1.60

1.80

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 0.83 0.00 1.63 0.00 0.00

平均値 0.07 0.09 0.09 0.13 0.36

86.00

88.00

90.00

92.00

94.00

96.00

98.00

100.00

102.00

104.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 100.14 95.08 99.98 99.11 91.89

平均値 100.94 100.85 102.13 101.72 102.73

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 20.76 23.05 25.34 27.52 29.62

平均値 22.79 22.77 23.93 24.68 24.68

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

6.00

7.00

8.00

9.00

10.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.04 0.00 0.00 0.01 8.62

①経常収支比率(％)

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 36.14 49.46 0.00 0.00 13.18

平均値 101.85 110.77 109.51 112.88 94.97

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 28.20 30.04 32.07 32.35 32.40

平均値 49.07 46.78 47.44 49.18 47.72

0.00

500.00

1,000.00

1,500.00

2,000.00

2,500.00

3,000.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 2,763.91 799.59 776.39 821.39 816.79

平均値 1,434.89 1,298.91 1,243.71 1,194.15 1,206.79
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【102.87】 【76.63】 【49.61】 【1,218.70】

【84.20】【42.86】【218.56】【74.17】

【25.37】 【6.20】 【0.28】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県　西脇市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

132.44 305.13 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 農業集落排水 F2 非設置 40,412

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 53.94 15.45 96.19 3,630 6,201 2.15 2,884.19

①有形固定資産減価償却率は、年々上昇し施設の老
朽化が進んでおり、類似団体平均値や全国平均より
高くなっています。
②③法定耐用年数を超えた管渠はありませんので、
管渠老朽化率及び管渠改善率は０であります。

2. 老朽化の状況

全体総括

　農業集落排水は、旧西脇市区域は平成６年４月１
日、旧黒田庄町区域は平成９年４月１日に供用開始
し、普及率はほぼ100％となっています。
　しかし、人口減少や節水意識の向上などにより、
使用料収入が年々減少する中で、処理施設の老朽化
に伴う修繕等の維持管理経費が年々増加していま
す。
　そのため、使用料収入につながる水洗化率の向上
を図るとともに、現在、平成29年1月に策定した
「下水道事業経営戦略」に基づき、旧西脇市区域は
農業集落排水処理区を流域下水道へ統合、旧黒田庄
町区域は農業集落排水処理区を特定環境保全公共下
水道へ統合を進めております。将来訪れる更新費用
の削減、維持管理費の削減に努め、経営基盤を強化
していきたいと考えています。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率は、100％をわずかに下回っていま
す。安定した経営を維持するためには、更なる費用
削減が必要となっています。
②累積欠損金比率は、昨年度より若干減少し、全国
平均の約３倍となっています。今後は、公共下水道
と特定環境保全公共下水道への統合によって改善さ
れると見込んでいます。
③流動比率は、余剰資金を保有していないため、全
国平均を下回っています。
④企業債残高対事業規模比率は、類似団体平均値と
同程度となっています。今後は、企業債借入額より
も償還額が多かったため、比率は下がっていくと見
込んでいます。
⑤経費回収率は、前年度より使用料収入は増加し、
汚水処理費も減少したため、令和元年度は91.04％
となり、類似団体平均値や全国平均を上回っていま
す。
⑥汚水処理原価は、平成30年度より汚水処理費が減
少したことにより、類似団体平均値や全国平均より
低くなりました。
⑦施設利用率は、類似団体平均値や全国平均と同程
度で推移しています。
⑧水洗化率は、92％前後で推移し、類似団体平均値
や全国平均を上回っている状況にあります。

2. 老朽化の状況について
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【102.97】 【165.48】 【33.84】 【765.47】

【86.22】【51.30】【257.86】【59.59】

【24.97】 【0.00】 【0.02】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県　宝塚市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

101.80 2,299.06 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 公共下水道 Ab その他 234,044

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 72.66 98.82 86.76 1,848 230,846 24.52 9,414.60

　管路老朽化率は0であり、老朽化している資産は
ありません。昭和50年代に開発した資産が多く、今
後10年程度は老朽化が問題になることはないと考え
ています。

2. 老朽化の状況

全体総括

　下水処理場を有していないため毎年度一定の流域
下水道負担金が必要であることや⑥汚水処理原価が
類似団体平均値を下回っていることを考えると、こ
れ以上の経費削減は難しい現状ではありますが、
「宝塚市下水道事業経営戦略」に掲げた経営健全化
に努め、経費回収率を100％に近づけるよう努めま
す。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　①経常収支比率は類似団体平均値と比べて4.01ポ
イント高い110.32％となっている一方、③流動比率
は類似団体平均値と比べて59.38ポイント低い
28.72％となっており、類似団体よりも多額の黒字
を計上しているにもかかわらず、資金残高が少ない
状況です。④企業債残高対事業規模比率が類似団体
平均値と比べて高いことから、企業債の元金償還が
経営を圧迫し、資金的に厳しい状況を作っていると
考えられます。しかし、過去5年間の逓減傾向は今
後も続き、今後数年で元金償還額が減価償却費の額
を下回る水準まで減少する見込みであり、資金的に
厳しい状況は近い将来に改善する見込みです。
　また、類似団体と比較して⑤経費回収率が低く、
令和元年度は86.71％と前年度に比べて1.83ポイン
ト悪化し、類似団体平均値と比べると14.91ポイン
ト下回っています。資金の状況を改善するために
も、経費回収率が100％となるよう、更なる費用削
減等に努める必要があります。
　⑧水洗化率は、類似団体平均値と比べて2.35ポイ
ント高い99.35％となっておりますが、100％達成に
向けて、水洗化の啓発活動などを継続的に取り組ん
でいく必要があります。

2. 老朽化の状況について
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【108.07】 【3.09】 【69.54】 【682.51】

【95.35】【59.64】【136.15】【100.34】

【38.57】 【5.90】 【0.22】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

現状、老朽化は進んでいないが、今後、自由が丘・
緑が丘地域の開発により受贈された管渠の老朽化が
予想されるため、平成24年度に長寿命化計画を策定
し、平成26年度より自由が丘・緑が丘地域の管渠に
ついて長寿命化工事に着手した。そのため、管渠改
善率は類似団体平均よりも上回っている。
今後も引き続き老朽化対策を行い、更新投資が一時
期に集中しないよう、投資の平準化を図る。

2. 老朽化の状況

全体総括

類似団体と比較すると、平成27年度までは施設利用
率が大きく下回っていたが、平成28年度より隣接す
る農業集落排水処理施設を統廃合したこと等により
施設利用率の改善が図られた。
しかしながら、今後、人口減少に伴う使用料収入の
減少や老朽化対策への投資増が見込まれること、流
動比率が100％未満であり現金預金等の資金が十分
に確保されていないこと等から、将来見込まれる資
金不足が生じないよう、今後も引き続き効率的な運
営を推進していく必要がある。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率は、100％を超え類似団体平均を少
し上回った。引き続き効率的な運営を推進していく
必要がある。
②累積欠損金は発生していない。
③流動比率は、類似団体平均を上回っているものの
100％未満であり、現金預金等が十分に確保されて
いるとは言えない。
④企業債残高対事業規模比率は、類似団体平均を下
回っており、企業債残高も減少している。
⑤経費回収率は、100％以上となっているが今後の
人口減少に伴う使用料収入の減少を見据え、引き続
き効率的な運営を推進していく必要がある。
⑥汚水処理原価は、類似団体平均より下回っている
が今後の使用料収入の減少を見据え、引き続き運営
の効率化に努める必要がある。
⑦施設利用率は、吉川浄化センターの処理設備の更
新において処理能力をスペックダウンさせた処理設
備へ転換したこと及び隣接する農業集落排水処理施
設を廃止し吉川浄化センターへ統合を行ったことに
より、平成28年度から利用率が大幅に上昇した。
⑧水洗化率は、類似団体平均より上回っているが下
水道整備が概ね完了しており、今後は大幅な上昇は
見込めない状況である。

2. 老朽化の状況について

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 50.47 77.83 93.66 2,640 59,873 13.42 4,461.48

176.51 437.58 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 公共下水道 Bd2 非設置 77,238

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県　三木市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 0.51 0.51 0.59 0.86 0.32

平均値 0.38 0.01 0.11 0.09 0.12

102.00

103.00

104.00

105.00

106.00

107.00

108.00

109.00

110.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 107.98 109.50 104.50 108.53 108.23

平均値 107.40 105.73 108.38 108.43 107.15

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 22.49 24.59 25.29 26.97 28.75

平均値 18.29 14.26 15.21 17.35 17.24

0.00

0.02

0.04

0.06

0.08

0.10

0.12

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.01 0.01 0.01 0.01 0.11

①経常収支比率(％)

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

14.00

16.00

18.00

20.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 18.92 14.68 12.78 12.89 15.68

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

100.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 85.13 80.99 90.64 88.59 79.02

平均値 57.35 50.78 57.48 54.32 46.82

0.00

200.00

400.00

600.00

800.00

1,000.00

1,200.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 681.60 670.71 583.11 573.74 568.25

平均値 1,031.56 1,053.93 1,046.25 1,000.94 1,028.05

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 101.37 104.11 100.16 110.30 114.82

平均値 84.32 85.23 88.37 93.77 94.73

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

160.00

180.00

200.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 148.48 144.74 150.34 136.06 130.34

平均値 188.12 185.70 178.11 165.57 160.91

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 33.92 57.95 56.23 56.41 58.00

平均値 60.00 61.03 59.55 59.19 61.40

80.00

82.00

84.00

86.00

88.00

90.00

92.00

94.00

96.00

98.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 94.32 94.63 95.05 95.36 95.58

平均値 86.78 86.83 87.14 86.66 86.28

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【108.07】 【3.09】 【69.54】 【682.51】

【95.35】【59.64】【136.15】【100.34】

【38.57】 【5.90】 【0.22】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

有形固定資産減価償却率は類似団体平均を上回って
いるが、特定環境保全公共下水道については、下水
道整備に着手してからの経過年数が短いため、管渠
の老朽化も見受けられない。

2. 老朽化の状況

全体総括

類似団体と比較すると、水洗化率が類似団体より低
いため、未整備地解消に向け継続して取り組む必要
がある。
また、流動比率が100％を下回っており現金預金等
の資金が十分に確保されていないため、人口減少に
伴う使用料収入減少等、将来見込まれる資金不足が
生じないよう、今後も引き続き効率的な運営を推進
していく必要がある。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率は、100％を超えており類似団体平
均を上回っているが、今後、使用料収入の減少が予
想されるため、引き続き効率的な運営を推進してい
く必要がある。
②累積欠損金は発生していない。
③流動比率は、類似団体平均を上回っているものの
100％未満であり、現金預金等が十分に確保されて
いるとは言えない。
④企業債残高対事業規模比率は、平成26年度までは
類似団体平均を下回っていたが、平成27年度以降、
新規借入により類似団体平均を上回る結果となっ
た。
⑤経費回収率は、令和元年度より100％以上とな
り、類似団体平均を上回っているものの、今後の人
口減少に伴う使用料収入の減少を見据え、引き続き
経営の効率化を進めていく必要がある。
⑥汚水処理原価は、類似団体平均より下回っている
が、今後の使用料収入の減少を見据え、更なる経営
の効率化に努める必要がある。
⑦特定環境保全公共下水道では単独の処理施設を有
していないため、施設利用率の該当は無い。
⑧水洗化率は、類似団体平均より下回っているた
め、未整備地解消に向けた取り組みが必要である。

2. 老朽化の状況について

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 42.89 11.05 93.80 2,640 8,498 4.95 1,716.77

176.51 437.58 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 特定環境保全公共下水道 D2 非設置 77,238

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県　三木市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

0.00

0.05

0.10

0.15

0.20

0.25

0.30

0.35

0.40

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.07 0.09 0.09 0.13 0.36

94.00

96.00

98.00

100.00

102.00

104.00

106.00

108.00

110.00

112.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 107.53 107.11 103.43 106.90 111.17

平均値 100.94 100.85 102.13 101.72 102.73

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 18.07 20.16 22.29 24.39 26.53

平均値 22.79 22.77 23.93 24.68 24.68

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

6.00

7.00

8.00

9.00

10.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.04 0.00 0.00 0.01 8.62

①経常収支比率(％)

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 101.85 110.77 109.51 112.88 94.97

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 61.38 60.61 59.26 55.00 54.30

平均値 49.07 46.78 47.44 49.18 47.72

0.00

200.00

400.00

600.00

800.00

1,000.00

1,200.00

1,400.00

1,600.00

1,800.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 1,559.66 1,505.15 1,304.11 1,268.40 1,223.68

平均値 1,434.89 1,298.91 1,243.71 1,194.15 1,206.79

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

160.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 104.79 90.97 99.05 99.07 141.90

平均値 66.22 69.87 74.30 72.26 71.84

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 160.61 185.78 169.85 168.99 117.65

平均値 246.72 234.96 221.81 230.02 228.47

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

40.00

45.00

50.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - - -

平均値 41.35 42.90 43.36 42.56 42.47

75.00

76.00

77.00

78.00

79.00

80.00

81.00

82.00

83.00

84.00

85.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 78.23 79.37 80.51 81.38 82.02

平均値 82.90 83.50 83.06 83.32 83.75

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【102.87】 【76.63】 【49.61】 【1,218.70】

【84.20】【42.86】【218.56】【74.17】

【25.37】 【6.20】 【0.28】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

現在４施設ある農業集落排水処理施設のうち最も早
く供用を開始した施設が平成10年であり、供用開始
からの経過年数が浅いため、管渠の老朽化は見受け
られない。
ただし、分析表の指標には無いが、施設について
は、今後、管渠より早く耐用年数が経過することか
ら、計画的な長寿命化対策が必要となってくる。

2. 老朽化の状況

全体総括

健全な経営を行うためには、市町合併により６施設
となった農業集落排水処理施設の統廃合を行う等の
抜本的な経営改善が必要であったため、平成22年度
に下水道統廃合計画を策定し、公共下水道への統廃
合により農業集落排水処理施設を最終的に２施設に
まで減らす計画を進めており、平成28年度に農業集
落排水処理施設１施設、令和元年度にはもう1施設
の統廃合を行った。
今後も施設の統廃合等の抜本的な経営改善により、
経営の効率化を図る予定である。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率は100％だが、類似団体平均を下
回っているため、今後も引き続き効率的な運営を推
進していく必要がある。
②累積欠損金は発生していない。
③流動比率は、類似団体平均より高いものの100％
を下回っており、現金預金等の資金が十分に確保さ
れているとは言えない。
④企業債残高対事業規模比率は、類似団体平均を上
回っており、更なる企業債の削減が必要である。
⑤経費回収率は、類似団体平均を下回っており、適
正な使用料収入の確保及び経費削減が必要である。
⑥汚水処理原価は、類似団体平均を上回っており、
当市の公共下水道事業や特定環境保全公共下水道事
業と比べても高い水準となっているため、抜本的な
経営改善が必要である。
⑦施設利用率は、類似団体平均より下回っており、
類似団体との比較では効率的な施設利用ができてい
ない。
⑧水洗化率は、類似団体平均より上回っているが、
既に下水道整備が完了していることから今後は大幅
な上昇は見込めない。

2. 老朽化の状況について

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 45.66 1.71 96.15 2,640 1,316 2.30 572.17

176.51 437.58 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 農業集落排水 F2 非設置 77,238

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県　三木市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.01 2.05 0.01 0.01 0.02

92.00

94.00

96.00

98.00

100.00

102.00

104.00

106.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 96.58 104.18 100.00 99.94 100.04

平均値 99.64 99.66 100.95 101.77 103.60

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

40.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 28.28 31.49 33.89 35.20 38.05

平均値 22.41 22.90 24.87 24.13 23.06

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

①経常収支比率(％)

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 25.48 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 214.61 225.39 224.04 227.40 193.99

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 53.51 65.43 65.07 59.25 81.18

平均値 29.45 31.84 29.91 29.54 26.99

0.00

500.00

1,000.00

1,500.00

2,000.00

2,500.00

3,000.00

3,500.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 3,089.53 3,145.59 2,690.99 2,612.04 2,345.13

平均値 1,081.80 974.93 855.80 789.46 826.83

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 34.54 37.05 70.41 63.15 38.39

平均値 52.19 55.32 59.80 57.77 57.31

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

450.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 413.84 390.33 205.94 230.42 383.87

平均値 296.14 283.17 263.76 274.35 273.52

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 46.65 46.98 45.66 45.23 48.62

平均値 52.31 60.65 51.75 50.68 50.14

78.00

80.00

82.00

84.00

86.00

88.00

90.00

92.00

94.00

96.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 93.30 94.05 93.64 93.51 94.00

平均値 84.32 84.58 84.84 84.86 84.98

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【102.97】 【165.48】 【33.84】 【765.47】

【86.22】【51.30】【257.86】【59.59】

【24.97】 【0.00】 【0.02】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

②管渠の老朽化については全国平均からみると比較
的老朽化が進んでいるが、今後、管渠の更新を計画
的に行い、③の管渠改善率も上げていきたいと考え
る。

2. 老朽化の状況

全体総括

平成28年度に本市の下水道事業に地方公営企業法の
適用を行ったため、４年間の比較となる。
　過去に発行した企業債により経営の硬直状態が続
くなか、施設の老朽化も進んでおり計画的かつ継続
的に改築更新していく必要がある。
　また、人口減少や節水型社会が進んでおり、引き
続き経費節減を行い、また、水洗化率の向上や料金
の見直しなど安定した収入を確保していかなければ
ならない。
　そのため、令和元年度に上下水道事業審議会を立
ち上げ、有識者や市民の意見、中長期的な投資財政
計画を反映させた下水道事業経営戦略を令和３年３
月に策定する予定としている。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　①経常収支比率と⑤経費回収率についてはそれぞ
れ100％を超え、かつ、類似団体平均及び全国平均
を上回っており、健全性を確保している。しかし⑤
は次第に率が下がってきており、さらなる使用料収
入の確保及び汚水処理費の削減を継続的に行う必要
がある。
　③について、全国平均、類似団体平均に比べて低
い理由は、流動資産である現金預金が少なく、流動
負債の元金償還金が多いことが要因である。これ
は、本市の地理的要因によるもので、処理場ポンプ
場等の施設の建設に投資してきた額が類似団体より
多いためである。今後、企業債償還金は減少し続け
るため、改善していく見込みである。
　④今年度は全国平均、類似団体平均に比べて高い
数値となったのは、一般会計負担分の割合が減少し
たためであるが、企業債残高も着実に減少させてい
る。
　⑥は類似団体及び全国平均との比較では低い値と
なっているが、使用料収入が減少傾向にあることや
今後の更新投資のため、更なる費用の削減に努める
必要がある。
　⑦について、全国平均・類似団体と同水準を保っ
ており、経営の健全性・効率性を保っている。
　⑧について、本市は汚水整備工事を今後も行って
いく予定であり、供用開始の状況により数値に変動
があるが、今後も類似団体と同水準の水洗化率を確
保していく。

2. 老朽化の状況について

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 51.54 96.37 84.27 2,310 86,939 13.95 6,232.19

34.38 2,631.24 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 公共下水道 Bc1 自治体職員 90,462

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県　高砂市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)
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①経常収支比率(％)

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 - 26.43 25.32 1.03 1.35

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - 15.46 38.63 58.46 50.14

平均値 - 72.44 78.56 80.50 71.54

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

700.00

800.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - 466.01 420.05 354.42 744.28

平均値 - 625.12 610.17 605.90 653.69

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - 130.12 127.84 119.92 113.45

平均値 - 89.74 88.37 89.41 88.05

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

160.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - 107.56 107.35 113.47 119.53

平均値 - 141.24 143.05 142.05 141.15

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - 64.03 63.10 63.05 64.61

平均値 - 58.12 58.83 56.51 57.04

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

100.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - 92.54 92.40 92.63 92.70

平均値 - 93.07 92.90 93.91 93.73

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【108.07】 【3.09】 【69.54】 【682.51】

【95.35】【59.64】【136.15】【100.34】

【38.57】 【5.90】 【0.22】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県　川西市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

53.44 2,945.96 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 公共下水道 Ab 自治体職員 157,432

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 68.25 99.66 80.00 2,145 156,548 17.74 8,824.58

　現状の②管渠老朽化率は6.99％ですが、今後も昭
和40年代に開発された大規模団地をはじめとし、多
くの管渠が耐用年数を超過することとなります。
　そのため、ストックマネジメント手法を導入し、
中長期的な将来予測を行い、施設の維持管理と更新
工事を実施していくとともに、現在行っている長寿
命化工事や、日常の点検業務を継続していきます。

2. 老朽化の状況

全体総括

　これからも管渠の更生工事や施設の長寿命化工事
などを継続して行うために、財源としてはこれまで
どおり国庫補助金や企業債などを活用していきます
が、利益剰余金の処分や減債積立金の取崩しを行う
ことで、企業債残高の減少を図って、健全な経営を
目指していきます。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　川西市は、広域的に運営している猪名川流域下水
道事業に参画しているため、令和元年度の⑥汚水処
理原価は80.63円/㎥で類似団体の平均値より36.78
円/㎥安く、⑤経費回収率は145.48％と、全て使用
料で回収すべき経費を賄えており、①経常収支比率
も117.87％で黒字経営であります。また、③流動比
率も184.80％と短期的な支払能力を確保できている
状況となっています。
　しかし、これまでの設備投資は、主に企業債、国
庫補助金、市からの繰入金などの財源によって賄わ
れてきたため、④企業債残高対事業規模比率が
619.67％と減少傾向ではあるものの高い数値であ
り、企業債残高が多額なことが課題となっていま
す。
　また、これまで管渠を整備した結果、令和元年度
の⑧水洗化率は99.35％となり、衛生的な生活環境
の向上や公共用水域の水質保全に貢献しています。

2. 老朽化の状況について
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【108.07】 【3.09】 【69.54】 【682.51】

【95.35】【59.64】【136.15】【100.34】

【38.57】 【5.90】 【0.22】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県　川西市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

53.44 2,945.96 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 特定環境保全公共下水道 D2 自治体職員 157,432

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 36.93 0.08 80.00 2,145 128 0.24 533.33

　現状の②管渠老朽化率は0％ですが、将来訪れる
耐用年数の超過を認識しており、ストックマネジメ
ント手法を導入し、中長期的な将来予測を行い、施
設の維持管理と更新工事を実施していきます。

2. 老朽化の状況

全体総括

　特定環境保全公共下水道事業は、衛生的な生活環
境の向上や公共用水域の水質保全を目的に行ってい
ますが、新たに管渠を整備するには、地理的要因等
により整備に係る費用が増大するため、今後の整備
については、将来の需要見込や費用対効果も検証し
て事業を行っていきます。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　特定環境保全公共下水道事業とは、市街地及びそ
の周辺の地域以外の区域において実施されるもので
す。
　川西市の令和元年度の処理区域面積は24haとなっ
ている一方で、処理区域内人口は128人にとどまっ
ており、構造的に不採算となる経営実態となってい
ます。
　しかし、公共下水道事業と特定環境保全公共下水
道事業は、同じ料金体系で運営を行っていることか
ら、経営の健全性・効率性についても、公共下水道
事業と一体で検証していきます。

2. 老朽化の状況について
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【102.87】 【76.63】 【49.61】 【1,218.70】

【84.20】【42.86】【218.56】【74.17】

【25.37】 【6.20】 【0.28】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

①有形固定資産減価償却率
下水道整備から日が浅く、減価償却は進んでいない
中、横ばい傾向の平均値に比べ逓増傾向にある。
②管渠老朽化率
管渠は耐用年数を経過していない。
③管渠改善率
管の老朽化による管渠改良を実施した。管渠の改善
については必要性を十分に検討し、計画的に進めて
いく。

2. 老朽化の状況

全体総括

使用料改定により、経常収支比率は改善傾向にあ
り、累積欠損金比率は0％となった。今後も経費の
削減に努め、健全経営を継続していく。
管渠については耐用年数を経過しておらず、更新投
資を急ぐ必要はないものの、長寿命化を含めた各種
の投資については、費用対効果等を含めて総合的に
判断しながら計画的に進めていく。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率
使用料の改定等により経常収支は黒字である。今後
も経費の削減に努め、健全経営を続けていく。
②累積欠損金比率
年々減少傾向にあり、R01年度は累積欠損金は0％と
なった。今後も引き続き、経営改善を図っていく。
③流動比率
流動比率は類似団体平均値を下回っている。資金が
十分確保できるように経営改善に努める。
④企業債残高対事業規模比率
平均値を大きく下回っている。投資については必要
性を十分に検討した上で計画的に実施していく。
⑤経費回収率
昨年度より回収率は減少しているが、100%を上回
り、類似団体平均値より大きく上回っている。今後
も経費の削減に努めつつ、使用料の見直しについて
は随時検討を行っていく。
⑥汚水処理原価
平均値を下回っている。今後も維持管理経費の削減
に努める。
⑦施設利用率
処理施設を保有していない。
⑧水洗化率
平均値を大きく上回っており、公共用水域の水質保
全が保たれている。更なる向上を図るため100％を
目指した取り組みを推進していく。

2. 老朽化の状況について

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 66.05 34.92 93.44 2,732 16,886 4.65 3,631.40

92.94 521.69 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 公共下水道 Cc2 非設置 48,486

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県　小野市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km2) 人口密度(人/km2)

0.00

0.02

0.04

0.06

0.08

0.10

0.12

0.14

0.16

0.18

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 0.00 0.05 0.01 0.05 0.05

平均値 0.11 0.15 0.16 0.13 0.15

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 113.75 128.11 133.05 132.78 131.89

平均値 109.12 106.85 108.11 104.14 106.57

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

40.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 26.57 27.96 30.79 33.01 35.23

平均値 23.95 21.09 21.16 15.95 15.85

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

①経常収支比率(％)

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 131.02 92.54 48.35 19.92 0.00

平均値 116.49 92.92 86.54 73.18 53.44

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 15.13 11.63 26.75 26.75 41.84

平均値 44.37 50.66 62.25 52.32 47.03

0.00

200.00

400.00

600.00

800.00

1,000.00

1,200.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 327.05 280.22 224.34 220.32 217.57

平均値 1,118.56 1,111.31 966.33 958.81 1,001.30

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

160.00

180.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 128.16 134.96 152.60 150.91 147.17

平均値 72.33 75.54 81.74 82.88 81.88

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 128.71 130.66 126.33 126.17 129.00

平均値 215.28 207.96 194.31 190.99 187.55

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - - -

平均値 54.67 53.51 53.50 52.58 50.94

70.00

75.00

80.00

85.00

90.00

95.00

100.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 97.18 97.20 97.29 97.52 97.72

平均値 83.80 83.91 83.51 83.02 82.55

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【108.07】 【3.09】 【69.54】 【682.51】

【95.35】【59.64】【136.15】【100.34】

【38.57】 【5.90】 【0.22】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

①有形固定資産減価償却率
下水道整備から日が浅く、減価償却は進んでいない
中、横ばい傾向の平均値に比べ逓増傾向にある。
②管渠老朽化率
管渠は耐用年数を経過していない。
③管渠改善率
管渠の改善（更新・改良・維持）は行っていない。
管渠の改善については必要性を十分に検討し、計画
的に進めていく。

2. 老朽化の状況

全体総括

使用料改定により、経常収支比率は改善傾向にあ
る。今後も経費の削減に努め、健全経営を継続して
いく。
管渠については耐用年数を経過しておらず、更新投
資を急ぐ必要はないものの、長寿命化を含めた各種
の投資については、費用対効果等を含めて総合的に
判断しながら計画的に進めていく。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率
使用料改定による効果で増加傾向にあり、収支は改
善され、類似団体平均値も上回った。今後も経費の
削減に努め、健全経営を続けていく。
②累積欠損金比率
平均値を大きく上回っている。今後も経営改善を図
り累積欠損金の削減に努める。
③流動比率
流動比率は類似団体平均値を下回っている。資金が
十分確保できるように経営改善に努める。
④企業債残高対事業規模比率
平均値を大きく下回っている。投資については必要
性を十分に検討した上で計画的に実施していく。
⑤経費回収率
100%を上回っており、使用料改定もあり逓増傾向に
ある。今後も経費の削減に努めつつ、使用料の見直
しについては随時検討を行っていく。
⑥汚水処理原価
平均値を下回っている。指標は今後増加傾向にあ
り、維持経費の削減に努める必要がある。
⑦施設利用率
処理施設を保有していない。
⑧水洗化率
平均値を大きく上回っており、公共用水域の水質保
全が保たれている。更なる向上を図るため100％を
目指した取り組みを推進していく。

2. 老朽化の状況について

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 50.08 52.17 85.83 2,732 25,228 11.04 2,285.14

92.94 521.69 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 特定環境保全公共下水道 D2 非設置 48,486

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県　小野市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km2) 人口密度(人/km2)

0.00

0.05

0.10

0.15

0.20

0.25

0.30

0.35

0.40

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.07 0.09 0.09 0.13 0.36

80.00

85.00

90.00

95.00

100.00

105.00

110.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 90.45 93.46 101.00 103.22 104.30

平均値 100.94 100.85 102.13 101.72 102.73

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 23.61 25.54 27.22 29.19 31.07

平均値 22.79 22.77 23.93 24.68 24.68

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

6.00

7.00

8.00

9.00

10.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.04 0.00 0.00 0.01 8.62

①経常収支比率(％)

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

450.00

500.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 471.65 452.93 411.80 408.90 412.31

平均値 101.85 110.77 109.51 112.88 94.97

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 8.82 12.65 11.59 9.12 9.46

平均値 49.07 46.78 47.44 49.18 47.72

0.00

200.00

400.00

600.00

800.00

1,000.00

1,200.00

1,400.00

1,600.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 843.58 773.76 672.72 680.24 690.91

平均値 1,434.89 1,298.91 1,243.71 1,194.15 1,206.79

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 71.55 86.98 101.39 104.90 105.86

平均値 66.22 69.87 74.30 72.26 71.84

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 230.82 202.57 191.79 186.74 184.12

平均値 246.72 234.96 221.81 230.02 228.47

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

40.00

45.00

50.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - - -

平均値 41.35 42.90 43.36 42.56 42.47

76.00

78.00

80.00

82.00

84.00

86.00

88.00

90.00

92.00

94.00

96.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 93.93 94.00 94.18 94.50 94.75

平均値 82.90 83.50 83.06 83.32 83.75

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【102.87】 【76.63】 【49.61】 【1,218.70】

【84.20】【42.86】【218.56】【74.17】

【25.37】 【6.20】 【0.28】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

①有形固定資産減価償却率
農業集落排水施設の整備から日が浅く、逓増傾向に
はあるが減価償却は進んでいない。
②管渠老朽化率
管渠は耐用年数を経過していない。
③管渠改善率
管渠の改善（更新・改良・維持）は行っていない。
管渠の改善については必要性を十分に検討し、計画
的に進めていく。

2. 老朽化の状況

全体総括

経常収支比率、累積欠損金比率とも、適正とは言え
ず、経費の削減を行うと共に、公共下水への編入等
抜本的な対策により経営の改善を図る必要がある。
管渠については耐用年数を経過しておらず、更新投
資を急ぐ必要はないものの、長寿命化を含めた各種
の投資については、費用対効果等を含めて総合的に
判断しながら計画的に進めていく。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率
指標は平均値を下回りほぼ横ばいとなっている。経
費の削減等で、更なる経営改善を図る必要がある。
②累積欠損金比率
平均値を上回っている。経費の削減等により経営改
善を図る必要がある。
③流動比率
流動比率は類似団体平均値より高いものの、100％
を下回っている。資金が十分確保できるように経営
改善に努める。
④企業債残高対事業規模比率
平均値を上回っている。これは使用料収益が投資額
に対して少ないためである。今後の投資については
必要性を十分に検討し、計画的に実施していく。
⑤経費回収率
平均値を下回っている。これは使用料収益が少な
く、かつ汚水処理費が多いためである。経費の削減
等により、経営の改善を図る必要がある。
⑥汚水処理原価
平均値を上回っており、維持経費の削減に努める必
要がある。
⑦施設利用率
当該値が526.50%であるが、正しくは70.57%であ
る。平均値を上回っているものの、更なる改善を図
る必要がある。
⑧水洗化率
平均値を上回っており、公共用水域の水質保全が保
たれている。更なる向上を図るため100％を目指し
た取り組みを推進していく。

2. 老朽化の状況について

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 43.21 7.42 - 2,732 3,587 1.10 3,260.91

92.94 521.69 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 農業集落排水 F2 非設置 48,486

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県　小野市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km2) 人口密度(人/km2)

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.01 2.05 0.01 0.01 0.02

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 70.85 69.03 66.51 65.77 66.25

平均値 99.64 99.66 100.95 101.77 103.60

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

40.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 28.57 29.47 31.85 34.20 36.49

平均値 22.41 22.90 24.87 24.13 23.06

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

①経常収支比率(％)

0.00

500.00

1,000.00

1,500.00

2,000.00

2,500.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 1,969.13 2,017.90 1,993.82 2,167.06 2,345.02

平均値 214.61 225.39 224.04 227.40 193.99

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 46.57 55.62 55.21 57.52 55.81

平均値 29.45 31.84 29.91 29.54 26.99

0.00

500.00

1,000.00

1,500.00

2,000.00

2,500.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 2,257.32 2,133.02 1,906.86 1,988.92 2,055.30
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【102.97】 【165.48】 【33.84】 【765.47】

【86.22】【51.30】【257.86】【59.59】

【24.97】 【0.00】 【0.02】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県　三田市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

210.32 532.21 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 公共下水道 Bc1 非設置 111,934

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 88.79 81.62 90.95 1,617 90,833 17.45 5,205.33

　公共下水道は、昭和60年に供用を開始し、34年が
経過していますが、耐用年数を経過した管渠資産は
ありません。三田市は、ニュータウンを中心に一時
期に一度に整備した資産が多いことからも、更新に
ついては、平準化するよう計画的な対策が必要と
なってきます。そのため、平成30年度に策定したス
トックマネジメント計画に基づいて、管渠等の施設
の計画的かつ効率的な管理、改築及び更新を進め、
コスト縮減、整備の平準化に取り組んでいきます。

2. 老朽化の状況

全体総括

　人口減少や生活様式の変化等により、使用料収入
も減収傾向になることが予測されます。また、効率
の悪い事業が経営を圧迫してきていることから、財
源の確保が必要です。
　これらの課題を解決すべく、今後の下水道事業の
方向性を示した「下水道ビジョン」及び今後の下水
道事業の投資・財源見通しを中心とした中長期的な
経営基本計画である「経営戦略」を策定しました。
そして、令和２年度に上下水道事業経営審議会から
適正な使用料について答申を受け、令和３年度に使
用料の改定をする予定です。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　公共下水道については、流域下水道方式を採用し
ているため、終末処理場を所有しておらず、類似団
体と比較しても⑥汚水処理原価が低いため、⑤経費
回収率も高く、効率的な経営が行われています。④
企業債残高対事業規模比率が他団体に比べ低いの
は、ニュータウンの管渠の取得にあたっては、大規
模開発団体や民間開発企業からの受贈により取得し
た資産が多く、企業債の借り入れが少ないためで
す。よって、公共下水道事業では、類似団体と比較
しても⑧水洗化率も高く、効率的、健全な経営がな
されていると判断できます。しかし、他事業への補
てんもあり、更新投資等に充てる財源が確保されて
いないため、今後経営改善を図っていく必要があり
ます。

2. 老朽化の状況について
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⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【108.07】 【3.09】 【69.54】 【682.51】

【95.35】【59.64】【136.15】【100.34】

【38.57】 【5.90】 【0.22】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県　三田市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

210.32 532.21 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 特定環境保全公共下水道 D2 非設置 111,934

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 44.37 6.29 88.97 1,617 6,998 8.54 819.44

　特定環境保全公共下水道は、平成6年から事業開
始しており、耐用年数を経過した管渠資産はありま
せん。特環のみならず三田市は、一時期に一度に整
備した資産が多いことからも、更新については、平
準化するよう計画的な対策が必要となってきます。
そのため、平成30年度に策定したストックマネジメ
ント計画に基づいて、管渠等の施設の計画的かつ効
率的な管理、改築及び更新を進め、コスト縮減、整
備の平準化に取り組んでいきます。

2. 老朽化の状況

全体総括

　人口減少や生活様式の変化等により、使用料収入
も減収傾向になることが予測されます。また、効率
の悪い事業が経営を圧迫してきていることから、財
源の確保が必要です。
　これらの課題を解決すべく、今後の下水道事業の
方向性を示した「下水道ビジョン」及び今後の下水
道事業の投資・財源見通しを中心とした中長期的な
経営基本計画である「経営戦略」を策定しました。
そして、令和２年度に上下水道事業経営審議会から
適正な使用料について答申を受け、令和３年度に使
用料の改定をする予定です。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

 特定環境保全公共下水道については、流域下水道
方式を採用しているため、終末処理場を所有してお
らず、⑥汚水処理原価は類似団体と比べ良好で、比
較的効率よく汚水処理ができています。
　しかしながら、人口減少や生活様式の変化によっ
て使用料収入が減少し、十分な使用料収入を確保出
来ていないため、①経常収支比率は、減少傾向にあ
り、④企業債残高対事業規模比率も高く、⑤経費回
収率は低くなっています。また、区域拡大等の大規
模な設備投資は、終了しており、⑧水洗化率は類似
団体に比較しても良く、今後も増収は見込めませ
ん。
　現状は、毎年欠損金が発生し、厳しい経営状況と
なっており、更新投資等に充てる財源も確保されて
いないため、早急に経営改善を図っていく必要があ
ります。

2. 老朽化の状況について
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⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【102.87】 【76.63】 【49.61】 【1,218.70】

【84.20】【42.86】【218.56】【74.17】

【25.37】 【6.20】 【0.28】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県　三田市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

210.32 532.21 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 農業集落排水 F2 非設置 111,934

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 43.62 4.42 90.32 1,617 4,919 1.91 2,575.39

　農業集落排水は、平成８年度から供用開始してお
り、耐用年数を経過した管渠資産はありません。ま
た、平成30年度も、更新、老朽化対策を行った管渠
はありませんでした。農集のみならず三田市は、一
時期に一度に整備した資産が多いことからも、更新
については、平準化するよう計画的な対策が必要と
なってきます。そのため、平成30年度に策定した農
業集落排水施設の最適整備構想に基づいて、管渠等
の施設の計画的かつ効率的な管理、改築及び更新を
進め、コスト縮減、整備の平準化に取り組んでいき
ます。

2. 老朽化の状況

全体総括

　人口減少や生活様式の変化等により、使用料収入
も減収傾向になることが予測されます。また、効率
の悪い事業が経営を圧迫してきていることから、財
源の確保が必要です。
　これらの課題を解決すべく、今後の下水道事業の
方向性を示した「下水道ビジョン」及び今後の下水
道事業の投資・財源見通しを中心とした中長期的な
経営基本計画である「経営戦略」を策定しました。
そして、令和２年度に上下水道事業経営審議会から
適正な使用料について答申を受け、令和３年度に使
用料の改定をする予定です。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　農業集落排水については、市内８処理区８処理場
を所有しています。①経常収支比率、⑤経費回収
率、⑦施設利用率等いずれも類似団体に比べ低く、
⑥汚水処理原価は高い状況にあり、効率が悪いこと
を示しております。三田市の農集地域は、地形の影
響からその谷毎に処理場を設置しなければならず、
この谷を越えて処理区域を統合することが困難なた
めです。唯一類似団体と比較して良い点は、⑧水洗
化率が高いことですが、人口減少、生活様式の変化
によって使用料も減収傾向であり、増収は見込めま
せん。
　また今年度は例年より修繕等が多く発生したた
め、経常収支比率が悪化しています。以前から厳し
い経営状況でしたが、今後はさらに機器の老朽化も
より修繕費用が増大することも考えられるため、早
急に経営改善を図っていく必要があります。

2. 老朽化の状況について
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【102.97】 【165.48】 【33.84】 【765.47】

【86.22】【51.30】【257.86】【59.59】

【24.97】 【0.00】 【0.02】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県　加西市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

150.98 291.96 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 公共下水道 Cd2 非設置 44,080

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 71.52 26.64 93.79 3,710 11,690 4.99 2,342.69

①有形固定資産減価償却率は類似団体平均と比べる
と数値が高く、令和元年度末で36.62％となってお
り、全体の残存価額は7割弱程度残っていることに
なります。

③平成29年度、30年度には一部の地域の管更生を実
施したため、数値が高くなっています。

2. 老朽化の状況

全体総括

　当市の公共下水道事業については、一部の指標に
おいて類似団体平均を下回っていますが、概ね良い
状況を保っているといえます。
　ただ、市の下水道事業全体としては、農業集落排
水事業、コミュニティ・プラント事業の事業効率が
悪く、非常に厳しい経営状況が続いています。
　人口減少等による減収が予想される中、各事業と
もに引き続き経費の節減と水洗化の促進等による使
用料収入の確保に取り組み、効率的で持続可能な下
水道経営に努めます。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率は引き続き100％を上回っていま
す。令和元年度は平成30年度に比べて使用料収入は
同程度でしたが、主に減価償却費、支払利息の減少
により費用が減少し、若干の数値の改善が見られま
す。今後も収入の減少傾向が続くと予測されるた
め、引き続き経費の節減に努める必要があります。

②累積欠損金比率は平成27年度決算において解消さ
れ、以降においても発生しておりません。

③流動比率は引き続き良好な状況を保っています。

④企業債残高対事業規模比率は類似団体平均を大き
く下回っており、適正な数値となっています。

⑤経費回収率は100％を超えており、使用料で経費
を賄えている状況であるといえます。

⑥汚水処理原価は平成30年度より若干の数値の改善
が見られ、類似団体平均を下回っています。

⑦当市には公共下水道の処理施設がないため、施設
利用率は該当がありません。

⑧水洗化率については類似団体平均より高い水準で
すが、今後も引き続き水洗化の促進に努めます。

2. 老朽化の状況について
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【108.07】 【3.09】 【69.54】 【682.51】

【95.35】【59.64】【136.15】【100.34】

【38.57】 【5.90】 【0.22】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

①有形固定資産減価償却率は、類似団体平均と比べ
ると数値が若干高く、令和元年度末で33.28％、全
体の残存価額は7割程度残っていることになりま
す。

②管渠老朽化率は、管渠を比較的近年に整備したた
め法定耐用年数を超えたものはありません。

2. 老朽化の状況

全体総括

　当市の特定環境保全公共下水道事業については、
ほとんどの指標において数値も良く、全体的に類似
団体平均と比較しても良い状況となっています。
　現在農業集落排水処理施設及びコミュニティプラ
ント処理区域の統合事業を実施しており、今後の経
営状況は流動的になっていくことが予想されます
が、引き続き経費の節減と水洗化の促進等による使
用料収入の確保に取り組み、効率的で持続可能な下
水道経営に努めます。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率は100％を上回っており、経営状況
は引き続き良好です。ただ、令和元年度は収入が減
少し費用が増加したため、平成30年度に比べて数値
が悪化しています。処理区域の統合により今後の収
支は流動的ですが、収入の減少と費用の増加が見込
まれるため引き続き経費の節減に努める必要があり
ます。

②累積欠損金比率は、近年黒字が続いているため改
善しています。

③流動比率は100％を大きく超えており、良好な状
況を保っています。

④企業債残高対事業規模比率は引き続き類似団体平
均を下回っており、適正な数値となっています。

⑤経費回収率は引き続き100％を超えており、使用
料で経費を賄えている状況であるといえます。

⑥汚水処理原価は類似団体平均に比べて低くなって
おり、比較的経営の効率は良いといえます。

⑦当市には特定環境保全公共下水道の処理施設がな
いため、施設利用率は該当がありません。

⑧水洗化率のついては年々上昇し類似団体平均を上
回っていますが、今後も引き続き水洗化の促進に努
めます。

2. 老朽化の状況について

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 36.44 33.59 93.81 3,710 14,739 12.55 1,174.42

150.98 291.96 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 特定環境保全公共下水道 D2 非設置 44,080

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県　加西市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【102.87】 【76.63】 【49.61】 【1,218.70】

【84.20】【42.86】【218.56】【74.17】

【25.37】 【6.20】 【0.28】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県　加西市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

150.98 291.96 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 農業集落排水 F2 非設置 44,080

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 13.00 18.82 97.72 3,710 8,256 3.23 2,556.04

①有形固定資産減価償却率は令和元年度末で
41.99％と類似団体平均と比べると数値が高くなっ
ています。本市が比較的早い時期から農業集落排水
事業に取り組んできたためです。

2. 老朽化の状況

全体総括

　農業集落排水事業は、農村部にあたる地区の下水
道事業です。広い処理区域に家屋が点在しているた
め効率的な汚水処理が難しいことに加え、多額の施
設整備費用の財源として借入れた起債の未償還残高
が多いことなどから、指標の数値はどれも芳しくあ
りません。
　今後は農村部では特に顕著な人口減少による使用
料収入への影響に加えて、施設の老朽化による維持
管理費用や更新費用についても懸念されます。
　このため、今後数年内に特定環境保全公共下水道
への統廃合を進め、事業のスリム化と経営の効率化
を図っていきます。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率は80.64％で類似団体を大きく下
回っています。実施中の統廃合事業の影響もあり、
令和元年度は前年度に比べて収入が減少し費用が増
加していることから数値は悪化しています。

②累積欠損金比率は前年度に比べ悪化しており、引
き続き類似団体平均を大きく上回っています。

③流動比率は類似団体平均を大きく下回っていま
す。ただ、公共下水道等を含めた下水道事業全体で
は、支払能力に問題はありません。

④企業債残高対事業規模比率は類似団体平均を上
回っています。当事業は汚水処理区域が広いため、
処理施設数が多く管渠延長も長いことから整備に多
額の費用が必要となり、その財源として多額の企業
債を借入れたためです。

⑤⑥令和元年度は費用が増加し有収水量が減少した
ことから、前年度に比べて経費回収率は減少、汚水
処理原価は増加と、それぞれ数値は悪化していま
す。

⑦施設利用率は約40％台と低い数値で推移していま
す。汚水処理量の減少により数値は悪化していま
す。

⑧水洗化率は90％を超えており、類似団体平均と比
較しても高い数値となっています。

2. 老朽化の状況について
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グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

①令和元年度から法適化により減価償却を開始した
ため類似団体平均より大きく下回っています。
②、③現在、耐用年数を迎えている管渠はありませ
ん。しかしながら、1つの処理区において不明水が
多いため、ストックマネジメント計画を活用しなが
ら更新を計画的に進めていく必要があります。

2. 老朽化の状況

全体総括

　本市の下水道事業は、短期間で生活排水処理施設
の整備を進め、それに伴い多額の企業債発行を行っ
た結果、その元利償還金の支払いが経営の大きな負
担となっています。
　また、市内の人口も平成14年度以降減少に転じ、
今後も減少の推移予測があるため、今以上の経費節
減に努め健全経営に向けた対策を講じる必要があり
ます。
　平成28年度に策定した経営戦略をもとにして、現
在の下水道処理施設の耐用年数や今後の投資見通し
を勘案しながら、施設の統廃合に取り組み、適正な
投資と維持管理費の更なる節減に努めるとともに、
令和元年度から地方公営企業法を適用した企業会計
へ移行したことにより更なる経営の透明化と健全化
に向けて取り組んでいきます。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

令和元年度から地方公営企業法を適用した企業会計
へ移行しています。
①料金収入や一般会計繰入金などの総収益で維持管
理費や支払利息は賄えています。
②欠損金はありませんが使用料収入が減少傾向にあ
ることから経営改善に向けた取組みが必要です。
③企業債償還のピークを迎え流動負債が大きいため
100％を下回り、支払能力が低くなっています。経
費削減に努めているものの償還金の負担が大きく今
後も統廃合などによる経営のスリム化に努める必要
があります。
④本市合併以降の主要施策として生活排水処理施設
の整備を進め、平成17年度末に市内全域で水洗化が
可能となりましたが、短期間に多額の投資をした結
果、類似団体平均より大きくなっています。
⑤経費削減に努めているものの汚水処理に要する費
用を使用料収入だけでは賄えず、一般会計繰入金で
不足額を補っている状況です。
⑥多額の投資による減価償却費と支払利息の負担が
大きいことから汚水処理原価が高い結果となってい
ます。施設統廃合による経費削減など更なる維持管
理費等の削減が必要です。
⑦人口減少傾向により前年度より処理水量が減量と
なり指数は下がっています。今後も施設の統廃合や
効率的な施設運用を計画的に進め、利用率の向上に
努める必要があります。
⑧全国や類似団体平均を上回っているものの未接続
箇所が存在するため、今後も継続的に個別訪問を行
うなど水洗化率向上の取組みを行います。

2. 老朽化の状況について

処理区域内人口密度(人/km
2
) －
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377.59 109.54 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 公共下水道 Cd1 非設置 41,362

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県　丹波篠山市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【108.07】 【3.09】 【69.54】 【682.51】

【95.35】【59.64】【136.15】【100.34】

【38.57】 【5.90】 【0.22】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県　丹波篠山市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

377.59 109.54 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 特定環境保全公共下水道 D2 非設置 41,362

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 48.45 23.45 89.60 2,916 9,655 5.23 1,846.08

①令和元年度から法適化により減価償却を開始した
ため類似団体平均より大きく下回っています。
②、③現在、耐用年数を迎えている管渠はありませ
ん。しかしながら、年々老朽化していく施設と管路
の更新について計画的に更新を進めていく必要があ
ります。

2. 老朽化の状況

全体総括

　本市の下水道事業は、短期間で生活排水処理施設
の整備を進め、それに伴い多額の企業債発行を行っ
た結果、その元利償還金の支払いが経営の大きな負
担となっています。
　また、市内の人口も平成14年度以降減少に転じ、
今後も減少の推移予測があるため、今以上の経費節
減に努め健全経営に向けた対策を講じる必要があり
ます。
　平成28年度に策定した経営戦略をもとにして、現
在の下水道処理施設の耐用年数や今後の投資見通し
を勘案しながら、施設の統廃合に取り組み、適正な
投資と維持管理費の更なる節減に努めるとともに、
令和元年度から地方公営企業法を適用した企業会計
へ移行したことにより更なる経営の透明化と健全化
に向けて取り組んでいきます。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

令和元年度から地方公営企業法を適用した企業会計
へ移行しています。
①料金収入や一般会計繰入金などの総収益で維持管
理費や支払利息は賄えています。
②欠損金はありませんが使用料収入が減少傾向にあ
ることから経営改善に向けた取組みが必要です。
③企業債償還のピークを迎え流動負債が大きいため
100％を下回り、支払能力が低くなっています。経
費削減に努めているものの償還金の負担が大きく今
後も統廃合などによる経営のスリム化に努める必要
があります。
④本市合併以降の主要施策として生活排水処理施設
の整備を進め、平成17年度末に市内全域で水洗化が
可能となりましたが、短期間に多額の投資をした結
果、類似団体平均より大きくなっています。
⑤経費削減に努めているものの汚水処理に要する費
用を使用料収入だけでは賄えず、一般会計繰入金で
不足額を補っている状況です。
⑥多額の投資による減価償却費と支払利息の負担が
大きいことから汚水処理原価が高い結果となってい
ます。施設統廃合による経費削減など更なる維持管
理費等の削減が必要です。
⑦人口減少傾向により前年度より処理水量が減量と
なり指数は下がっています。今後も施設の統廃合や
効率的な施設運用を計画的に進め、利用率の向上に
努める必要があります。
⑧全国や類似団体平均を上回っているものの未接続
箇所が存在するため、今後も継続的に個別訪問を行
うなど水洗化率向上の取組みを行います。

2. 老朽化の状況について
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50.00

60.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - - 49.56

平均値 - - - - 42.47

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

100.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - - 92.08

平均値 - - - - 83.75

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【102.87】 【76.63】 【49.61】 【1,218.70】

【84.20】【42.86】【218.56】【74.17】

【25.37】 【6.20】 【0.28】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

①令和元年度から法適化により減価償却を開始した
ため類似団体平均より大きく下回っています。
②、③現在、耐用年数を迎えている管渠はありませ
ん。しかしながら、年々老朽化していく施設と管路
の更新について計画的に更新を進めていく必要があ
ります。

2. 老朽化の状況

全体総括

　本市の下水道事業は、短期間で生活排水処理施設
の整備を進め、それに伴い多額の企業債発行を行っ
た結果、その元利償還金の支払いが経営の大きな負
担となっています。
　また、市内の人口も平成14年度以降減少に転じ、
今後も減少の推移予測があるため、今以上の経費節
減に努め健全経営に向けた対策を講じる必要があり
ます。
　平成28年度に策定した経営戦略をもとにして、現
在の下水道処理施設の耐用年数や今後の投資見通し
を勘案しながら、施設の統廃合に取り組み、適正な
投資と維持管理費の更なる節減に努めるとともに、
令和元年度から地方公営企業法を適用した企業会計
へ移行したことにより更なる経営の透明化と健全化
に向けて取り組んでいきます。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

令和元年度から地方公営企業法を適用した企業会計
へ移行しています。
①料金収入や一般会計繰入金などの総収益で維持管
理費や支払利息は賄えています。
②欠損金はありませんが使用料収入が減少傾向にあ
ることから経営改善に向けた取組みが必要です。
③企業債償還のピークを迎え流動負債が大きいため
100％を下回り、支払能力が低くなっています。経
費削減に努めているものの償還金の負担が大きく今
後も統廃合などによる経営のスリム化に努める必要
があります。
④本市合併以降の主要施策として生活排水処理施設
の整備を進め、平成17年度末に市内全域で水洗化が
可能となりましたが、短期間に多額の投資をした結
果、類似団体平均より大きくなっています。
⑤経費削減に努めているものの汚水処理に要する費
用を使用料収入だけでは賄えず、一般会計繰入金で
不足額を補っている状況です。
⑥多額の投資による減価償却費と支払利息の負担が
大きいことから汚水処理原価が高い結果となってい
ます。施設統廃合による経費削減など更なる維持管
理費等の削減が必要です。
⑦人口減少傾向により前年度より処理水量が減量と
なり指数は下がっています。今後も施設の統廃合や
効率的な施設運用を計画的に進め、利用率の向上に
努める必要があります。
⑧全国や類似団体平均を上回っているものの未接続
箇所が存在するため、今後も継続的に個別訪問を行
うなど水洗化率向上の取組みを行います。

2. 老朽化の状況について

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 32.19 14.49 91.26 2,916 5,964 2.29 2,604.37

377.59 109.54 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 農業集落排水 F2 非設置 41,362

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県　丹波篠山市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

0.00

0.01

0.02

0.03

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - - 0.00

平均値 - - - - 0.02

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - - 118.63

平均値 - - - - 103.60

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - - 4.24

平均値 - - - - 23.06

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - - 0.00

平均値 - - - - 0.00

①経常収支比率(％)

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - - 0.00

平均値 - - - - 193.99

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - - 5.23

平均値 - - - - 26.99

0.00

500.00

1,000.00

1,500.00

2,000.00

2,500.00

3,000.00

3,500.00

4,000.00

4,500.00

5,000.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - - 4,608.14

平均値 - - - - 826.83

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - - 19.07

平均値 - - - - 57.31

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

700.00

800.00

900.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - - 779.48

平均値 - - - - 273.52

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - - 51.93

平均値 - - - - 50.14

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

100.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - - 92.35

平均値 - - - - 84.98

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【102.97】 【165.48】 【33.84】 【765.47】

【86.22】【51.30】【257.86】【59.59】

【24.97】 【0.00】 【0.02】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

①令和元年度から法適化により減価償却を開始した
ため類似団体平均より大きく下回っています。
②、③現在、耐用年数を迎えている管渠はありませ
ん。しかしながら、年々老朽化していく施設と管路
の更新について計画的に更新を進めていく必要があ
ります。

2. 老朽化の状況

全体総括

　本市の下水道事業は、短期間で生活排水処理施設
の整備を進め、それに伴い多額の企業債発行を行っ
た結果、その元利償還金の支払いが経営の大きな負
担となっています。
　また、市内の人口も平成14年度以降減少に転じ、
今後も減少の推移予測があるため、今以上の経費節
減に努め健全経営に向けた対策を講じる必要があり
ます。
　平成28年度に策定した経営戦略をもとにして、現
在の下水道処理施設の耐用年数や今後の投資見通し
を勘案しながら、施設の統廃合に取り組み、適正な
投資と維持管理費の更なる節減に努めるとともに、
令和元年度から地方公営企業法を適用した企業会計
へ移行したことにより更なる経営の透明化と健全化
に向けて取り組んでいきます。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

令和元年度から地方公営企業法を適用した企業会計
へ移行しています。
①料金収入や一般会計繰入金などの総収益で維持管
理費や支払利息は賄えています。
②欠損金はありませんが使用料収入が減少傾向にあ
ることから経営改善に向けた取組みが必要です。
③企業債償還のピークを迎え流動負債が大きいため
100％を下回り、支払能力が低くなっています。経
費削減に努めているものの償還金の負担が大きく今
後も統廃合などによる経営のスリム化に努める必要
があります。
④本市合併以降の主要施策として生活排水処理施設
の整備を進め、平成17年度末に市内全域で水洗化が
可能となりましたが、短期間に多額の投資をした結
果、類似団体平均より大きくなっています。
⑤経費削減に努めているものの汚水処理に要する費
用を使用料収入だけでは賄えず、一般会計繰入金で
不足額を補っている状況です。
⑥多額の投資による減価償却費と支払利息の負担が
大きいことから汚水処理原価が高い結果となってい
ます。施設統廃合による経費削減など更なる維持管
理費等の削減が必要です。
⑦人口減少傾向により前年度より処理水量が減量と
なり指数は下がっています。今後も施設の統廃合や
効率的な施設運用を計画的に進め、利用率の向上に
努める必要があります。
⑧全国や類似団体平均を上回っているものの未接続
箇所が存在するため、今後も継続的に個別訪問を行
うなど水洗化率向上の取組みを行います。

2. 老朽化の状況について

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 37.44 0.09 61.06 2,916 38 0.02 1,900.00

377.59 109.54 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 小規模集合排水処理 I2 非設置 41,362

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県　丹波篠山市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - - 0.00

平均値 - - - - 0.00

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

160.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - - 150.89

平均値 - - - - 99.20

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - - 2.94

平均値 - - - - 31.00

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - - 0.00

平均値 - - - - 0.00

①経常収支比率(％)

0.00

200.00

400.00

600.00

800.00

1,000.00

1,200.00

1,400.00

1,600.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - - 0.00

平均値 - - - - 1,500.46

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

160.00

180.00

200.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - - 190.23

平均値 - - - - 81.26

0.00

1,000.00

2,000.00

3,000.00

4,000.00

5,000.00

6,000.00

7,000.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - - 6,056.57

平均値 - - - - 1,748.51

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

40.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - - 12.91

平均値 - - - - 34.99

0.00

200.00

400.00

600.00

800.00

1,000.00

1,200.00

1,400.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - - 1,239.91

平均値 - - - - 520.92

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

40.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - - 33.33

平均値 - - - - 34.68

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

100.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - - 94.74

平均値 - - - - 90.33

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【98.84】 【1,399.60】 【83.42】 【1,682.85】

【90.15】【35.17】【510.14】【36.18】

【30.43】 【0.00】 【0.00】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県　養父市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

422.91 54.93 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 公共下水道 Cd2 非設置 23,229

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 57.50 25.28 98.74 3,750 5,836 2.86 2,040.56

【施設全体の減価償却の状況】
　地方公営企業法適用時に償却対象資産の帳簿原価
を減価償却後の数値としたため、有形固定資産減価
償却率は低い数値となっている。
【管渠の経年化の状況】
【管路の更新投資・老朽化対策の実施状況】
　昭和62年～平成9年にかけて供用開始された事業
であり、供用開始後31年が経過している。耐用年数
を経過した管渠はない。
　現時点では適切な維持管理を行うことで施設の延
命化に努めながら、施設更新に向けて検討し、計画
的な更新を実施していく。

2. 老朽化の状況

全体総括

本事業は、昭和62年～平成9年にかけて供用開始
し、整備率は100％となっている。
　施設建設時の起債借入に伴う償還金が多額となっ
ており、収支を圧迫していることに加え、今後、人
口減少による使用料収入の減少や施設更新に伴う支
出の増といった要因より、経営状況は厳しくなるこ
とが予想される。
　平成29年4月に地方公営企業法を適用し、企業会
計方式に移行した。今後は、事業の計画性や透明性
の確保、財政状況及び経営状況の透明化・明確化を
図り、平成28年度に策定した中長期的な経営の基本
計画である「経営戦略」に沿って計画的で合理的な
事業運営を図り、経営改善に努める。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

【経常損益】
　経常収支比率は、100％を上回っている。類似団
体平均値と比較しても上回っている状態である。
　更なる収支改善を目指していく。
【支払能力】
　一般会計からの繰入を現金収支ベースで行ってい
るため、内部留保が少なく流動比率は低い数値と
なっている。
【債務残高】
　企業債残高対事業規模比率は、施設整備は完了
し、償還が進んでいるため類似団体よりも低い数値
となっている。ただし、今後長寿命化対策や統廃合
事業の実施により、再度上昇していくことが予想さ
れることから、適正な投資規模を検討し債務残高の
増加を最小限に抑えていく。
【料金水準の適切性】
　経費回収率は、138％となっており、適正な料金
水準であるといえる。
【費用の効率性】
　汚水処理原価は、類似団体平均値を下回ってい
る。今後は施設老朽化により修繕等の経費が増加し
ていくことが予想されるため当該数値の上昇を抑え
るため今以上の経費削減に努める。
【施設の効率性】
　施設利用率は、人口減少のため低い数値となって
いる。類似団体平均値を下回っているが、大幅な人
口増による数値の改善は見込めないため、施設の統
廃合等を進めて効率的な施設運営に努める。

2. 老朽化の状況について
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【108.07】 【3.09】 【69.54】 【682.51】

【95.35】【59.64】【136.15】【100.34】

【38.57】 【5.90】 【0.22】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県　養父市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

422.91 54.93 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 特定環境保全公共下水道 D2 非設置 23,229

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 65.36 35.81 102.43 3,750 8,268 4.53 1,825.17

【施設全体の減価償却の状況】
　地方公営企業法適用時に償却対象資産の帳簿原価
を減価償却後の数値としたため、有形固定資産減価
償却率は低い数値となっている。
【管渠の経年化の状況】
【管路の更新投資・老朽化対策の実施状況】
　平成6～16年にかけて供用開始された事業であ
り、供用開始後24年が経過したところで、比較的老
朽化は進行していない。
　現時点では適切な維持管理を行うことで施設の延
命化に努めながら、施設更新に向けて検討し、計画
的な更新を実施していく。

2. 老朽化の状況

全体総括

本事業は、平成6～16年にかけて供用開始し、整備
率は100％となっている。
　経営状況は、類似団体平均値に比較すると概ね良
好な状況であるが、施設利用率が低く、効率的な施
設運営の観点で問題がある状況であるため、施設の
統廃合を実施することで効率性を高める。
　平成29年4月に地方公営企業法を適用し、企業会
計方式に移行した。今後は、事業の計画性や透明性
の確保、財政状況及び経営状況の透明化・明確化を
図り、平成28年度に策定した中長期的な経営の基本
計画である「経営戦略」に沿って計画的で合理的な
事業運営を図り、経営改善に努める。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

【経常損益】
　経常収支比率は、僅かに100％を下回っている。
100％以上となるよう更なる収支改善を図る。
【支払能力】
　一般会計からの繰入を現金収支ベースで行ってい
るため、内部留保がなく流動比率は低い数値となっ
ている。
【債務残高】
　企業債残高対事業規模比率は、施設整備は完了
し、償還が進んでいるため類似団体よりも低い数値
となっている。ただし、今後長寿命化対策や統廃合
事業の実施により、再度上昇していくことが予想さ
れることから、適正な投資規模を検討し債務残高の
増加を最小限に抑えていく。
【料金水準の適切性】
　経費回収率は、類似団体平均値を上回っている。
今後も使用料収入の確保及び経費の削減を行い
100％に近づけていく。
【費用の効率性】
　汚水処理原価は、類似団体平均値を下回ったもの
の、今後は施設老朽化により修繕等の経費が増加し
ていくことが予想される。当該数値の上昇を抑える
ため今以上の経費削減に努める。
【施設の効率性】
　施設利用率は、人口減少のため低い数値となって
いる。類似団体平均値を下回っているが、大幅な人
口増による数値の改善は見込めないため、施設の統
廃合等を進めて効率的な施設運営に努める。

2. 老朽化の状況について
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①経常収支比率(％)
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【102.87】 【76.63】 【49.61】 【1,218.70】

【84.20】【42.86】【218.56】【74.17】

【25.37】 【6.20】 【0.28】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県　養父市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

422.91 54.93 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 農業集落排水 F2 非設置 23,229

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 65.09 24.43 91.73 3,750 5,639 2.09 2,698.09

【施設全体の減価償却の状況】
　地方公営企業法適用時に償却対象資産の帳簿原価
を減価償却後の数値としたため、有形固定資産減価
償却率は低い数値となっている。
【管渠の経年化の状況】
【管路の更新投資・老朽化対策の実施状況】
　平成6～13年にかけて供用開始された事業であ
り、供用開始後24年が経過したところで、比較的老
朽化は進行していない。
　現時点では適切な維持管理を行うことで施設の延
命化に努めながら、施設更新に向けて検討し、計画
的な更新を実施していく。

2. 老朽化の状況

全体総括

本事業は、平成6～13年にかけて供用開始し、現在
整備率は100％となっている。
　経営の健全性・効率性は、類似団体等と比較して
も概ね良好な状況である。しかしながら、人口減少
による使用料収入の減少や施設の老朽化に伴う更新
経費の増といったマイナス要因が想定される。
　平成29年4月に地方公営企業法を適用し、企業会
計方式に移行した。今後は、事業の計画性や透明性
の確保、財政状況及び経営状況の透明化・明確化を
図り、平成28年度に策定した中長期的な経営の基本
計画である「経営戦略」に沿って計画的で合理的な
事業運営を図り、経営改善に努める。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

【経常損益】
　経常収支比率は、僅かに100％を下回っている。
100％以上となるよう更なる収支改善を図る。
【支払能力】
　一般会計からの繰入を現金収支ベースで行ってい
るため、内部留保がなく流動比率は低い数値となっ
ている。
【債務残高】
　企業債残高対事業規模比率は、施設整備は完了
し、償還が進んでいるため類似団体よりも低い数値
となっている。ただし、今後長寿命化対策や統廃合
事業の実施により、再度上昇していくことが予想さ
れることから、適正な投資規模を検討し債務残高の
増加を最小限に抑えていく。
【料金水準の適切性】
　経費回収率は、98％となっており、概ね適正な料
金水準であるといえる。
【費用の効率性】
　汚水処理原価は、類似団体平均値及び全国平均値
を下回っている状況であるが、今後は施設老朽化に
より修繕等の経費が増加していくことが予想され
る。当該数値の上昇を抑えるため今以上の経費削減
に努める。
【施設の効率性】
　施設利用率は、人口減少のため低い数値となって
いる。類似団体平均値を下回っているが、大幅な人
口増による数値の改善は見込めないため、施設の統
廃合等を進めて効率的な施設運営に努める。

2. 老朽化の状況について
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①経常収支比率(％)
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【102.97】 【165.48】 【33.84】 【765.47】

【86.22】【51.30】【257.86】【59.59】

【24.97】 【0.00】 【0.02】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県　養父市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

422.91 54.93 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 小規模集合排水処理 I2 非設置 23,229

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- △13.83 0.52 94.48 3,750 119 0.13 915.38

【施設全体の減価償却の状況】
　地方公営企業法適用時に償却対象資産の帳簿原価
を減価償却後の数値としたため、有形固定資産減価
償却率は低い数値となっている。
【管渠の経年化の状況】
【管路の更新投資・老朽化対策の実施状況】
　平成11～17年にかけて供用開始された事業であ
り、供用開始後20年が経過したところで、比較的老
朽化は進行していない。
　現時点では適切な維持管理を行うことで施設の延
命化に努めながら、施設更新に向けて検討し、計画
的な更新を実施していく。

2. 老朽化の状況

全体総括

本事業は、平成11～17年度に供用開始し、整備率は
100％となっている。
　経営状況は、類似団体平均値と比較すると概ね良
好な状況であるが、施設利用率が低く、効率的な施
設運営の観点で問題がある状況である。しかしなが
ら、当該事業区域は地理的に過疎化が一層進んでい
る地域であり大きく好転させることは困難な状況で
ある。
　平成29年4月に地方公営企業法を適用し、企業会
計方式に移行した。今後は、事業の計画性や透明性
の確保、財政状況及び経営状況の透明化・明確化を
図り、平成28年度に策定した中長期的な経営の基本
計画である「経営戦略」に沿って計画的で合理的な
事業運営を図り、経営改善に努める。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

【経常損益】
　経常収支比率は、100％である。100％を上回るよ
う更なる収支改善を図る。
【累積欠損】
　地方公営企業法適用時の利益剰余金をマイナス計
上としたため累積欠損金比率は高い数値となってい
るが、今後の数値の大きな悪化はない見込みであ
る。
【支払能力】
　一般会計からの繰入を現金収支ベースで行ってい
るため、内部留保がなく流動比率は低い数値となっ
ている。
【債務残高】
　企業債残高対事業規模比率は、類似団体平均値と
ほぼ同水準である。今後も大きな投資は予定してい
ないため、数値の大きな悪化はない見込みである。
【料金水準の適切性】
　経費回収率は、類似団体平均値及び全国平均値を
大きく上回っており、この水準の維持を目指す。
【費用の効率性】
　汚水処理原価は、類似団体平均値及び全国平均値
を大きく下回っている状況である。今後も経費の節
減等に努め数値の上昇を抑えていく。
【施設の効率性】
　施設利用率は、人口減少のため低い数値となって
おり、施設更新時には規模の見直しを検討し効率的
な施設運営を図る必要がある。

2. 老朽化の状況について
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【98.84】 【1,399.60】 【83.42】 【1,682.85】

【90.15】【35.17】【510.14】【36.18】

【30.43】 【0.00】 【0.00】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県　養父市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

422.91 54.93 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 特定地域生活排水処理 K2 非設置 23,229

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 61.92 0.48 100.00 2,910 110 0.03 3,666.67

【施設全体の減価償却の状況】
　地方公営企業法適用時に償却対象資産の帳簿原価
を減価償却後の数値としたため、有形固定資産減価
償却率は低い数値となっている。
【管渠の経年化の状況】
【管路の更新投資・老朽化対策の実施状況】
　平成9～11年にかけて供用開始された事業であ
り、供用開始後21年が経過したところで、比較的老
朽化は進行していない。
　現時点では適切な維持管理を行うことで施設の延
命化に努めながら、施設更新に向けて検討し、計画
的な更新を実施していく。

2. 老朽化の状況

全体総括

本事業は、平成9～11年度に供用開始し、整備率及
び水洗化率はともに100％となっている。
　経営状況は、類似団体平均値と比較しても概ね良
好な状況であるが、施設利用率が低く、効率的な施
設運営の観点で問題がある状況である。しかしなが
ら、当該事業区域は地理的に過疎化が一層進んでい
る地域であり大きく好転させることは困難である。
　平成29年4月に地方公営企業法を適用し、企業会
計方式に移行した。今後は、事業の計画性や透明性
の確保、財政状況及び経営状況の透明化・明確化を
図り、平成28年度に策定した中長期的な経営の基本
計画である「経営戦略」に沿って計画的で合理的な
事業運営を図り、経営改善に努める。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

【経常損益】
　経常収支比率は、100％を下回っている。類似団
体平均値と比較しても下回っている状況であり、
100％となるよう収支改善を図る。
【累積欠損】
　事業規模が小さく累積欠損金が発生している。で
きるだけ数値が悪化しないよう収支の改善を図る。
【支払能力】
　一般会計からの繰入を現金収支ベースで行ってい
るため、内部留保がなく流動比率は低い数値となっ
ている。
【債務残高】
　企業債残高対事業規模比率は、類似団体平均値及
び全国平均値を下回っている。今後も大きな投資は
予定していないため、数値の大きな悪化はない見込
みである。
【料金水準の適切性】
　経費回収率は、類似団体平均値及び全国平均値を
上回っているものの、低い水準であるため改善を図
る。
【費用の効率性】
　汚水処理原価は、類似団体平均値及び全国平均値
を下回っており、比較的経費が抑えられているとい
える。
【施設の効率性】
　施設利用率は、25％と低い数値であり、類似団体
平均値及び全国平均値を大きく下回っている。ただ
し、当該事業区域の地理的条件等により大幅な改善
は困難な状況である。

2. 老朽化の状況について
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【95.06】 【144.21】 【103.18】 【307.23】

【79.51】【58.71】【272.98】【59.98】

【20.31】 【-】 【-】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県　養父市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

422.91 54.93 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 個別排水処理 L2 非設置 23,229

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 18.18 0.19 100.00 2,910 44 0.02 2,200.00

【施設全体の減価償却の状況】
　地方公営企業法適用時に償却対象資産の帳簿原価
を減価償却後の数値としたため、有形固定資産減価
償却率は低い数値となっている。
【管渠の経年化の状況】
【管路の更新投資・老朽化対策の実施状況】
　平成12～13年にかけて供用開始された事業であ
り、供用開始後20年が経過したところで、比較的老
朽化は進行していない。
　現時点では適切な維持管理を行うことで施設の延
命化に努めながら、施設更新に向けて検討し、計画
的な更新を実施していく。

2. 老朽化の状況

全体総括

本事業は、平成12～13年度に供用開始し、整備率及
び水洗化率はともに100％となっている。
　経営状況は、施設利用率が低く効率的な施設運営
の観点で問題がある状況である。しかしながら、当
該事業区域は地理的に過疎化が一層進んでいる地域
であり大きく好転させることは困難である。
　平成29年4月に地方公営企業法を適用し、企業会
計方式に移行した。今後は、事業の計画性や透明性
の確保、財政状況及び経営状況の透明化・明確化を
図り、平成28年度に策定した中長期的な経営の基本
計画である「経営戦略」に沿って計画的で合理的な
事業運営を図り、経営改善に努める。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

【経常損益】
　経常収支比率は、100％を大きく下回っている。
類似団体平均値も下回っている状況であるため収支
改善を図る。
【累積欠損】
　事業規模が小さく、累積欠損金が発生している。
数値が悪化しないよう収支の改善を図る。
【支払能力】
　一般会計からの繰入を現金収支ベースで行ってい
るため、内部留保がなく流動比率は低い数値となっ
ている。
【債務残高】
　企業債残高対事業規模比率は、類似団体平均値及
び全国平均値を下回っている。今後も大きな投資は
予定していないため、数値の大きな悪化はない見込
みである。
【料金水準の適切性】
　経費回収率は、類似団体平均値及び全国平均値を
上回っているが、低い水準であるため改善を図る。
【費用の効率性】
　汚水処理原価は、類似団体平均値及び全国平均値
を上回っているため、当該数値の上昇を抑えるため
今以上の経費削減に努める。
【施設の効率性】
　施設利用率は、13％と低い数値であり、類似団体
平均値及び全国平均値を大きく下回っている。ただ
し、当該事業区域の地理的条件等により大幅な改善
は困難な状況である。

2. 老朽化の状況について
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①経常収支比率(％)
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【92.82】 【200.28】 【254.85】 【862.82】

【79.30】【47.67】【317.18】【49.71】

【37.31】 【-】 【-】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県　丹波市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

493.21 129.64 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 公共下水道 Cd1 非設置 63,941

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 56.78 17.04 69.25 4,290 10,846 4.45 2,437.30

　管渠老朽化率及び管渠改善率は、耐用年数を経過
した管渠がなく、ともに算定されていない。
  公共下水道の管渠延長96km（雨水管渠4㎞含）を
有し、その改築更新については、令和15年頃より順
次耐用年数を経過するため、計画的な改築更新に向
けて財源確保に取り組む必要がある。

2. 老朽化の状況

全体総括

  現状では、汚水処理原価が高く、維持管理費を料
金収入で100％賄えていない。また、今後は、人口
減少や節水機器普及による料金収入の減少等により
厳しい経営状況が見込まれる。
　当市は中山間地域に位置し、広大な処理面積を有
し、公共下水道に加え、特定環境保全公共下水道、
農業集落排水施設、コミュニティ・プラントの34処
理場と管渠延長約740Kmを有している。
　これらの施設の法定耐用年数が経過する令和15年
頃から改築更新経費の増大が見込まれるため、経営
の安定化に向けて、丹波市下水道事業中期ビジョン
に基づき、処理施設の長寿命化や統廃合事業の実施
により、改築更新コストの削減や平準化に取り組む
必要がある。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

 ①経常収支比率は、類似団体平均を下回っている
が、経常収支は黒字である。
　②累積欠損金比率は、類似団体平均を下回ってい
るが0％でない。
　③流動比率は、類似団体平均を上回っており、支
払い能力も向上している。
　④企業債残高対事業規模比率は、類似団体平均を
大きく下回っている。
　⑤経費回収率は、類似団体平均を上回っている
が、依然として汚水処理費が高く100％を下回って
おり、使用料で回収すべき経費を賄えていない。
　⑥汚水処理原価は、類似団体平均を上回ってい
る。
　⑦施設利用率は、類似団体平均よりやや高いもの
の、長期的には減少傾向である。
　⑧水洗化率は、類似団体平均より高く微増してお
り、100％近くとなっている。

2. 老朽化の状況について
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①経常収支比率(％)
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【108.07】 【3.09】 【69.54】 【682.51】

【95.35】【59.64】【136.15】【100.34】

【38.57】 【5.90】 【0.22】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

  管渠老朽化率及び管渠改善率は、耐用年数を経過
した管渠がなく、ともに算定されていない。
  特定環境保全公共下水道の管渠延長297kmを有
し、その改築更新については、令和15年頃より順次
耐用年数を経過するため、計画的な改築更新に向け
て財源確保に取り組む必要がある。

2. 老朽化の状況

全体総括

  現状では、維持管理費を料金収入で100％賄えて
いるが、今後は、高資本費対策に要する経費（一般
会計繰出金）や料金収入の減少等により厳しい経営
状況が見込まれる。
　当市は中山間地域に位置し、広大な処理面積を有
し、公共下水道に加え、特定環境保全公共下水道、
農業集落排水施設、コミュニティ・プラントの34処
理場と管渠延長約740Kmを有している。
　これらの施設の法定耐用年数が経過する令和15年
頃から改築更新経費の増大が見込まれるため、経営
の安定化に向けて、丹波市下水道事業中期ビジョン
に基づく、施設の長寿命化や不明水対策の実施によ
り維持管理経費及び改築更新コストの平準化や削減
に取り組む必要がある。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　①経常収支比率は、類似団体平均を上回ってお
り、経常収支の黒字が続いている。
　②累積欠損金比率は、累積欠損金が発生しておら
ず0％である。
　③流動比率は、類似団体平均を大きく上回ってお
り、支払い能力も向上している。
　④企業債残高対事業規模比率は、類似団体平均を
大きく下回っている。
　⑤経費回収率は、類似団体平均を上回っており、
かつ使用料で回収すべき経費が賄えている。
　⑥汚水処理原価は、類似団体平均を下回ってい
る。
　⑦施設利用率は、類似団体平均よりやや高く、長
期的には人口減少等の影響による減少傾向である。
　⑧水洗化率は、類似団体平均より高く微増してお
り、100％近くとなっている。

2. 老朽化の状況について

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 51.61 37.42 91.91 4,290 23,822 14.37 1,657.76

493.21 129.64 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 特定環境保全公共下水道 D2 非設置 63,941

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県　丹波市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【102.87】 【76.63】 【49.61】 【1,218.70】

【84.20】【42.86】【218.56】【74.17】

【25.37】 【6.20】 【0.28】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県　丹波市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

493.21 129.64 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 農業集落排水 F2 非設置 63,941

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 41.87 26.36 98.19 4,290 16,779 6.29 2,667.57

　管渠老朽化率及び管渠改善率は、耐用年数を経過
した管渠がなく、ともに算定されていない。
  農業集落排水施設の管渠延長311kmを有し、その
改築更新については、令和15年頃より順次耐用年数
を経過するため、計画的な改築更新に向けて財源確
保に取り組む必要がある。

2. 老朽化の状況

全体総括

　現状では、維持管理費を料金収入で100％賄えて
いるが、今後は、高資本費対策に要する経費（一般
会計繰出金）や料金収入の減少等により厳しい経営
状況が見込まれる。
　当市は中山間地域に位置し、広大な処理面積を有
し、公共下水道に加え、特定環境保全公共下水道、
農業集落排水施設、コミュニティ・プラントの34処
理場と管渠延長約740Kmを有している。
　これらの施設の法定耐用年数が経過する令和15年
頃から改築更新経費の増大が見込まれるため、経営
の安定化に向けて、丹波市下水道事業中期ビジョン
に基づく、施設の長寿命化や不明水対策の実施によ
り維持管理経費及び改築更新コストの平準化や削減
に取り組む必要がある。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

  ①経常収支比率は、類似団体平均を下回っている
が、経常収支は黒字である。
　②累積欠損金比率は、類似団体平均を下回ってい
るが0％でない。
　③流動比率は、類似団体平均を大きく上回ってお
り、支払い能力も向上している。
　④企業債残高対事業規模比率は、類似団体平均を
下回っている。
　⑤経費回収率は、類似団体平均を上回っており、
使用料で回収すべき経費を賄えている。
　⑥汚水処理原価は、類似団体平均を下回ってい
る。
　⑦施設利用率は、類似団体平均よりやや高く、長
期的には人口減少等の影響により減少傾向である。
　⑧水洗化率は、類似団体平均より高く微増してお
り、100％近くとなっている。

2. 老朽化の状況について
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⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【102.97】 【165.48】 【33.84】 【765.47】

【86.22】【51.30】【257.86】【59.59】

【24.97】 【0.00】 【0.02】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

　平成3年度から建設事業を開始しているため、管
渠等の老朽化は未だ見受けられないものの、本格的
な人口減少社会の到来による使用料収入の減少が予
測され、将来的な投資余力は減退の方向にある。
　今後の対策としては、老朽化施設の改築更新工事
等について補助事業を主体とした事業費の平準化を
図るストックマネジメント手法の導入・実践によ
り、個々の施設ではなく施設全体を計画的に最適化
することにより効率的な施設維持管理と長寿命化を
図り、既存施設の有効利用に努める。

2. 老朽化の状況

全体総括

　持続可能な下水道事業を構築するためには、未整備区域
解消による更なる加入率の向上と使用料水準の適正化によ
る経営基盤の強化、施設維持管理の効率化による有効利用
が必要である。
　未整備区域については将来の人口推計を考慮し、全体事
業費の抑制と早期水洗化を促進できるよう整備区域の見直
しを検討していく。
　使用料水準の見直しについては消費税増税といった市民
負担の増加に加え、未整備区域があり接続率も低い現状を
考慮すると、非常に困難である。しかし自主財源を確保す
るためには避けては通れない問題となっている。
　平準化債借入等を有効活用しながら世代間負担の公平性
を図り、将来の使用料の適正化については『経営戦略』の
なかで重要な検討課題となっている。
　施設維持管理の効率化については『下水道事業統廃合基
本計画』に基づき、平成28年度より処理区の統廃合を開始
している。また、ストックマネジメント手法による長寿命
化対策を行うことにより効率的な維持管理を目指す。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　特定環境保全公共下水道事業においては、供用開
始区域の拡大に伴い新規接続が増え、使用料収入も
徐々に増加の傾向にある。
　経費回収率については使用料収入の着実な増加と
経費削減効果等により令和元年度は48.08%となり、
前年度に比べ1.17％良化している。
　令和元年度の汚水処理原価は327.25円/㎥となっ
ており、使用料単価157.35円/㎥に対して約2.1倍の
コストが必要である。
 汚水処理原価のうち維持管理費分は147.73円/㎥で
あることから、維持管理費は使用料収入によって賄
えている。今年度以降も処理区の統廃合実施により
さらに維持管理費の削減が期待できる見込みであ
る。しかし資本費部分の179.52円/㎥については一
般会計補助金の基準内及び基準外繰出で充当してお
り、毎年度大きな負担となっている。
　平成30年度よりこの財源不足の原因の1つである
減価償却期間と企業債償還期間の不一致解消のため
に資本費平準化債の借入を実施し、使用料の世代間
負担の公平性と適正化を図ることで一般会計補助金
の基準外繰出も抑制している。
　こういった現状を把握した上で、経営基盤の強化
として既存施設の統廃合並びに人口規模に応じた施
設のダウンサイジング等を図って維持管理経費削減
を行うことにより、今後の経営戦略において使用料
単価と汚水処理原価との差の縮小により一般会計補
助金に依存しないよう自主財源率を高め、将来の施
設更新が充分に可能な下水道事業を構築する必要が
ある。

2. 老朽化の状況について

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 37.33 74.51 90.91 2,750 34,848 14.05 2,480.28

229.01 205.14 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 特定環境保全公共下水道 D2 非設置 46,978

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県　南あわじ市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km2) 人口密度(人/km2)
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【102.87】 【76.63】 【49.61】 【1,218.70】

【84.20】【42.86】【218.56】【74.17】

【25.37】 【6.20】 【0.28】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

　平成7年度から建設事業を開始しているため、管
渠等の老朽化は未だ見受けられないものの、本格的
な人口減少社会の到来による使用料収入の減少が予
測され、将来的な投資余力は減退の方向にある。
　今後の対策としては、老朽化施設の改築更新工事
等について補助事業を主体とした事業費の平準化を
図るストックマネジメント手法の導入・実践によ
り、個々の施設ではなく施設全体を計画的に最適化
することにより効率的な施設維持管理と長寿命化を
図り、既存施設の有効利用に努める。

2. 老朽化の状況

全体総括

　持続可能な下水道事業を構築するためには、使用
料水準の適正化による経営基盤の強化、施設維持管
理の効率化による有効利用が必要である。
　使用料水準の見直しについては消費税増税といっ
た市民負担の増加に加え、過疎化と高齢化が進行す
る現状を考慮すると、非常に困難であるが、自主財
源を確保するためには避けては通れない問題であ
る。平準化債の借入等を有効活用しながら世代間負
担の公平性を図り、将来の使用料の適正化について
は『経営戦略』のなかで重要な検討課題である。
　施設維持管理の効率化については『下水道事業統
廃合基本計画』に基づき、平成28年度より処理区の
統廃合を開始している。また、ストックマネジメン
ト手法による長寿命化対策を行うことにより、効率
的な維持管理を目指す。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　農業集落排水事業においては、平成18年度に全て
の整備事業が完了しているが、人口減少等の影響に
より使用料収入は伸び悩んでいる状態である。
　経費回収率については前年度実施の処理区の統廃
合による維持管理費の削減効果により、令和元年度
は51.30％となり、前年度と比べ4.87％改善してい
る。
　汚水処理原価278.14円/㎥についても経費回収率
同様に改善している。しかし、使用料単価142.68円
/㎥に対して約1.9倍の汚水処理費が必要であり、こ
の財源不足を一般会計補助金の基準内及び基準外繰
出で充当しており、毎年度大きな負担となってい
る。
　平成30年度よりこの財源不足の原因の1つである
減価償却期間と企業債償還期間の不一致解消のため
に資本費平準化債の借入を実施し、使用料の世代間
負担の公平性と適正化を図ることで一般会計補助金
の基準外繰出も抑制している。
　令和元年度の施設利用率も34.42%と統廃合により
改善しているものの、類似団体と比較すると低い水
準である。今後は2回目の統廃合実施により施設利
用率もさらに改善できる見込みである。
　こういった現状を把握した上で、経営基盤の強化
として既存施設の統廃合並びに人口規模に応じた施
設のダウンサイジング等を図って維持管理経費削減
を行うことにより、今後の経営戦略において使用料
単価と汚水処理原価との差の縮小により自主財源率
を高め、将来の施設更新が充分に可能な下水道事業
を構築する必要がある。

2. 老朽化の状況について

処理区域内人口密度(人/km
2
) －
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229.01 205.14 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 農業集落排水 F2 非設置 46,978

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県　南あわじ市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km2) 人口密度(人/km2)
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①経常収支比率(％)
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600.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 543.40 0.00 0.00 21.49 61.40

平均値 214.61 225.39 224.04 227.40 193.99

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 18.71 51.65 55.16 52.45 48.25

平均値 29.45 31.84 29.91 29.54 26.99

0.00

1,000.00

2,000.00

3,000.00

4,000.00

5,000.00

6,000.00

7,000.00

8,000.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 7,359.38 3,054.90 3,351.88 4,232.78 1,099.81

平均値 1,081.80 974.93 855.80 789.46 826.83

0.00

10.00

20.00

30.00
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50.00
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70.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 41.81 48.42 48.25 46.43 51.30

平均値 52.19 55.32 59.80 57.77 57.31

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 349.29 292.36 295.42 307.00 278.14

平均値 296.14 283.17 263.76 274.35 273.52

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 28.37 30.99 31.82 31.82 34.42

平均値 52.31 60.65 51.75 50.68 50.14

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 66.01 77.29 77.84 78.61 78.88

平均値 84.32 84.58 84.84 84.86 84.98

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【102.97】 【165.48】 【33.84】 【765.47】

【86.22】【51.30】【257.86】【59.59】

【24.97】 【0.00】 【0.02】


